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I 位置と立地

本調査地区は、北上市相去町上大谷地に所在している。国鉄東北線北上駅の南西約5血の地

点、北上駅の南2̃3.8山にある操車場南端から西へ約2血の所である。北上市相去地区一帯に

ひろがる村崎野段丘上に立地する。南北260mの巾で東西に帯状に延びており、その南と北は、

段丘崖下の低地で水田になっている。段丘崖の比高は約9mである。遺跡の現状は、果樹園と

畑地で、果樹園は西へひろがっていた。調査が実施された前後に西側は開田工事が進行してお

り、重機によって削平され水田化された。

本調査地の北約1血の大谷地遺跡、北約1.6血には下成沢遺跡。北的1.9山には成沢遺跡。北

約1血には、高前田遺跡や相去遺跡群がある。

II 遺跡の層序

上大谷地遺跡調査概要に依れば下記の通りである。 『北斜面における層序を図示すれば左の

(第2図)とおりである。 Iは腐植土層であるが、削平をうけており、きわめて発達がわるい。

IIは黒沢尻火山灰であり、四つのゾーンに区分される。 IIIは村崎野パミスであり、つぎのIV層

とのあいだには堆積間隙がみられる。 IV層は白褐色一灰白色粘土層でなかには石英岩質の玉石

を含む礫層の当まさみ"がみられる。当まさみ、は成沢でみられたものより顕著である。なお、

第2図 層序

南斜面では、 IⅡ層をけずって、金ヶ崎段丘礫層が堆積している。

遺跡は比高15mの台地上にあり、北斜面はなだらかであるが、南側は

かなり急な勾配をしめし、ほゞ中央を北西一南東にはしる浅い鍋底状の

谷がはしっている。北斜面下と中央の谷の部分ではII. III層はみられず

I層が60へ100cmのあっさに達し、 IV層のうえに直接のっており、そのた

め水はけが非常にわるい。』とある。

IⅡ 発見された遺構と遺物

上大谷地遺跡調査概要に依れば、 『遺跡のほゞ全域にわわたって、ごく

少量の縄文期の遺物(剥片・土器片)が散布している。土器片の多くは

中期中葉のものであるが、分布の濃密な地点、あるいは縄文期の遺構は

検出されていない。

検出された遺物・遺構は、遺跡北半部に集中しており、住居址4棟

(Bd12、 Be21、 Bh59、 Bl18)、掘立柱建物1棟と野窯1基である。なお

南半部の斜面に小形の住居址1棟(Fe50)が検出されている。

住居址の分布をみると、北半の平坦面北緑にそっており、壁の方位も
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ー上大谷地遺跡-

ほゞ一致している。なお道路敷両側で圃場整備事業が行なわれ、表土を剥ぎとったところ住居

址約15棟が検出されている。道路敷内に検出された住居址のうち、 Bh59をのぞく3棟は、この

住居址群の一部であることは確実である。』とあり、北側段丘の縁に4棟、南側段丘の縁にl棟

の住居址が発見されている。その他遺物のラベルに依ると、Be62住、EpO6住、BnO6ピット、BnO9

ピット、 Bt62土塀の遺構話名が記されているものがある。この中でEpO6住は、 E地区を30mで

区切ると、 Fe50住と同地点になる様である。

(1)Bd 12住居跡(第3図)

〔遺構の確認〕基準点より北へ43.42へ49.5m.南北基準線より西へ5.38へ12.2mの地点、 Bd 12

地区とその周囲に黒色の落ち込みを確認した。基準点の記録は無いがSTA163十40か十60と思

われる。

〔重複・増改築〕重複する遺構はない。全体の増改築は確認されないが、北東隅付近の壁は、

火山灰を盛って補修してある。またピット蝿lを埋めて、これより大きなプランをもつピット

(ピットNo4)が設け(セクション図A鵜B)られていた。

〔平面形・方向〕南北約4.7×東西6.0の隅丸長方形で、長軸方向はN-9.80-Eと、ほゞ東方向

になる。

〔堆積土〕 l層は表土。 2層は黒色腐植土、緻密でしまっている。少量の焼土と炭化物、火山

灰のブロックが混入する。 3層は暗褐色火山灰土、緻密でしまっている。少量の腐植土を含み、

多量の炭化物、焼土を含む。 4層は貼床である。また北壁付近西半分及び北西隅付近一帯から、

炭化した木材と萱の一部が検出された。

〔床面〕ほゞ平坦で、ほゞ中央には、南北に長い小判型のかたく焼けた部分がある。壁への立

ち上がりは西壁のみが明確で緩やかであるが、他の壁は検出さえも困難を極める状態であった。

壁高は約3 -20c州である。

〔柱穴〕 P.6,P. 7,P. 8.P. 9である。なおP. 6は、上場径20cm.下場径17cm、深さ52cm。

〔かまど〕東壁やや北寄りに構築され、壁の一部切り込んで煙道の下部とし、そこに二次的に

火山灰を敷きべ-スとする。袖は火山灰を素材として内部に挙大の礫を入れている。煙道の大

部分と煙出はほとんど残存せず、煙出しの底面が残存するだけである。燃焼部は、巾約35c州、

奥行的80c肌である。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ピットは、かまど脇のP.4と南東隅のP.5と思われ、 P.2とP.3につ

いては、性格は明確でない。 P. 4は上場65×100cm。下場50×70cm。深さ19cm。底面に粉状パ

ミスが堆積し、その下はP. 1の埋土になる。 P. 5は円形のプランで、上場径45c調。下場径30

cm。深さ26cmである。
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一上大谷地遺跡-
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ー上大谷地遺跡」

〔その他の施設〕西壁下に、長さl.9m、巾約0.4mの溝状掘り込みがある。

〔年代決定資料〕土師器饗13点、内黒埠17点。須恵器壷4点、還元炎焼成の埠2点、酸化炎焼

成の埠77点が出土した。饗は上半部が横なで成形、下半部は縦に箆削り箆なでされている。埠

類はみなろくろなで成形無調整、回転糸切りである。 (遺物一覧表I参照)

出土遺物

この住居跡は、床面まで撹乱が著しいためか、遺物はみ、な小破片で実測可能の物は5点のみ

であるし、量も少ない。 (第4図 図版1-1→5 土器実測図説明INol-5参照)

土師器窒(第4図1)埋土C (3層)出土。他に床面から口綾部2点、体部7点。 P.1下面

から体部l点。壁土3層から底部2点が出土している。

内異母細片で実測不能である。床面から口綾部6点、休部4点、底部3点。 P. 1下面から休

部2点。埴土3層から口綾部1点、休部1点が出土した。

須恵器壷 床面から頚部1点、休部2点、体部1点は格子目叩き文。 P・ l上面から休部l

点が出土した。

還元炎焼成の杯(杯A)は、埋土3層から口綾部体上部1点、休部l点が出土した。

酸化炎焼成の杯(杯B) (第4図2へ5 図版l-2→5)、床面から47点。 P.1から4点。

P. 2から2点。埋土3層から24点が出土した。

事案回章星亘

‾‾ ‾
「

i

第4図 日di2住居跡出土遺物
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(2)Be 21住居跡(第5図)

〔遺構の確認〕基準点より北へ40.03へ47.62m。南北基準線より西へ13.14へ20.56mの地点、

Be 21地区とその周囲に黒色の落ち込みを確認した。

〔重複・増改築〕特に認められない。

〔平面形・方向〕南北約5.25×東西約6.3mの隅丸長方形で長軸方向は、 N-100O-Eと、ほゞ

東方向になる。

〔堆積土〕 1層は黒色表土。 2暦は黒色土に火山灰がブロック状に含まれ、焼土、炭化物の少

ない層、 3層は黒色土に火山灰ブロック、焼土、炭化物がかなり含まれ、上部に粉状パミスが

含まれる。床面東側は焼土が混入し1部に白粘土ブロックが混じる。

〔床面〕ほゞ平坦で焼けた部分が東側に広がっている。壁への立ち上がりは急角度で特に

西壁と南壁は垂直に近い。壁高は約30c皿である。

〔柱穴〕 P.A、 P.B、 P.13f,北東側は不明で P.3かP.6の東側のピットと思われる。

〔かまど〕東壁やや南寄りに構築され、壁の-部を切り込んで煙道の下部としている。かまど

燃焼部は巾約60cm、奥行き110cm。床面から6cm掘り込んでいる。両袖はかなり残存し礫が埋め

込まれている。煙道は長さ130cm。巾34-56cm。深さ約20cmで、かなり焼土が堆積する。煙出し

は、上場径約40cm、下場径約25cm。深さ約34cmで、壁面が焼けている。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ピットは、 P.21の西側や、かまどの両側の小ピット、 P.18等と思われる。

Be2i住居跡ピット計測表
単位em 栖×南北

ヒっトN(- 1 
() 

3 4 5 6 8 11 12 13 

上場後 75×き0 」6〆76 46〆76 18×22 接ノ/(待 こう9×33 こう7×46 25×4(1 92×82 39×53 3(う×34 

丁場径 55×45 27×32 ?了×32 バ)了8 l(㍉・′崇) 26×14 14×14 8×19 34×28 22×25 1し)×9 

深∴さ 21 不明 不=lj 11 〔) 8 t) 12 41 52 50 

理 工 
lI:∴∴∵. 

1と回し 幡伸上 
勘「一上 音しくし誉 

4と串」し 
当山で.やし 胃組子士や土 

7と同じ 眺仕小山鴫 11と同じ 
鋸小二.や土 

∴∴子\∴:∴ i、耳一三 間と約 判じ約 尿化的.柏土 

ヒ、ノトN(). 14 15 16 1T 18 21 22 31 32 A B 

上場後 55×49 20×20 2了×24 32〆、’2轟 15()×145 25×38 26×25 41×53 24×26 30×29 36×40 

上場徒 2し)×17 1()×l() 23〉/20 ハ・仁子 11()Y70 =X14 19×16 15×23 13×14 16×15 11×12 

深∴さ 16 イ同月 51 = 46 」1 26 17 28 不明 10 

理 工 
勘il十和: 実化約 

不明 
靴●止.埠土 語十 仰:‖.や上 出とうう 

鮎廿..I、山草 18と同し 
単一干上.や土 用的言と山で 

22と同じ 不明 単組∴∴十\ Aと同じ 

〔その他の施設〕P.15は、ろくろ台を据えたピットではないかと思われるが明確でない。南壁

東端の振り出しは、撹乱に依るも・のか施設か明確でない。

〔年代決定資料〕土師器饗169点。内黒埼246点。須恵器壷16点。還元炎焼成の杯7点。酸化炎

焼成の杯165点。小型釜形土器l点が出土した。饗は上半部が横なで成形、下半部は箆削り箆な

で成形。杯類はろくろなで成形、回転糸切りである。 (遺物一覧表量参照)
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第5図 Be2I住居跡
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出土遺物

窒(第6図lへ3 図版l臆6へ8 土器実測図説明萱6-8)長胴型と小型があり、小型

はろくろ成形と思われるが、小破片のため明確でない。かまど上より口縁2点、休部12点。か

まど南側落ち込みより口緑l点、休部2点。大ピットlより口緑3点、休部8点、底部2点。

大ピット2より口緑4点、休部41点、底部2点。 P.1より口緑1点、体17点、底部l点。 P.

11より休部3点。 P.12より休部1点。 P.13より休部1点。 Ql埋土より口縁3点、休部23点。

Q2埋土より口緑2点、体部15点。 Q3壁土より口緑l点、体部8点。 Q4壁土より口緑2点、

体部17点、底部l点。中央壁土より□縁1点、休部15点が出土した。口綾部破片はみな口端が

上に強く挽き出されている。

内黒坤(第6図4へ7 図版1臆9̃12 土器実測図説明量臆9へ12)体下半内面は磨滅著

しく磨きの方向は不明である。かまど上より口休部3点、休部8点、体下底2点。かまど南落

ち込みより口緑l点、休部2点、体下底5点。大ピットlより口休部2点、休部6点、体下底

2点。大ピット2より口休部15点、休部19点、体下底9点、口体底2点。 P.1より口体l点、

休部3点。煙出しより体下底l点。 Ql埋土より口緑2点、休部19点、体下底4点。 Q2壁土

より口緑5点、休部17点、体下底3点。 Q3壇上より口緑21点、体部32点、体下底4点。 Q4

埋土より口体16点、体部20点、体下底8点、床面中央より口緑6点、休部3点、体下底5点が

第6図 Be2I住居跡出土遺物
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-- 上人合理虹追跡 -

出土した。

須恵器壷 小破片で全容不明、実測不能である。P. 1より頸部1点。大ピット2より体4点。

Ql埋土より休部2点。 Q2壁土より休部5点。 Q4壇上より休部1点、床面中央より肩部1

点、休部2点が出土した。体部破片l点は平行叩き文、他は箆削り箆なでである。

還元炎焼成杯(坤A) (第6図9.10 図版1-13.14 土器実測図説明I-14.15) 6図9

は外体面に火種痕がある。かまど上より口休部3点。かまど南落ち込みより休部l点、大ピッ

ト2より口体底2点。 Ql埴土より体部1点が出土した。

酸化炎焼成杯(I不B) (第6図13・11-13 図版1-16̃18 土器実測図説明I鵜13・16へ18)

かまど上より口休部3点、体7点、底3点、口体底1点。かまど南落ち込みより口休部4点、

休部9点、底部1点。大ピットlより口体部2点、休部2点、底部1点。大ピット2より口休

部17点、体部15点、体下底9点。 P.1より口体部3点、休部1点、体下底4点。 P.11より体

下底1点。 P.12より体下底1点。 Ql壁土より口休部7点、休部20点、体下底7点。 Q2壁土

より口体部4点、体部6点、体下底8点。 Q3壁土より口体部l点、休部9点、体下底2点。 Q

4埴土より□休部6点、休部7点、体下底4点。中央埴土より口休部2点、休部1点、体下底

4点が出土した。

小型釜形土器(第6図14 図版1臆19 土器実測図I臆19)土師質で、体壁が薄い。かまど

の南側落込みから田上しだ。

その他、縄文土器小破片体部l点、体下底1,卓がQ2埋士2層から出上し、信飲2点(第15

図9・10 図版6「6・了 石製晶子測表」・5)と、剥片1点(第15剛8 図版6臆22 信

製品計測表下から2段)がQ再出二よ申出二したっ

13)Bh 59住居跡

実測の記録が勘、J)て、上大谷地追跡調査概則)説明文を記すと∴南北5∴うm、東西6・9mの

長方形フラン。かまどJ)保存は不良である。煙道は先卜i)であるか、一度崩れて補修しだ形跡

がある。かまどは東壁南よりにもうけられて土用、その左手(北側)に大小3個の小判形フラ

ンのヒットがある。いずれも口二部に焼土かつまっており、底面がグライ化していろ。なお切

りあいかみとめられるので、同時に使用されたものでないことはあさらかである。がまとのは

が二、中央都南華よりに焚火のあとが2ヶ所、北壁、西壁ぞし言」中上こト0・6m、深さ5̃10ぐm

の溝がめぐっていろ。壇上の状態がノ、一度掘ってすぐ埋めもと、し、上面をだれ直もJ)と思

硝しろ。北西鮎こ円形の張りだしかあ。、焼上が放っていたが、櫛旨は不明であら中略拙二

は2層に函亘れ、上下U)境界面から木炭が多量に出土しているが、多くは樹枝J)炭化しだも

ので火災J)痕跡はみられない音、下値)埋土(埋二上b層)中には、木炭とと信二日航二のプロツ

ー
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クが各処にみられた。』と、説明されている。

〔年代決定資料〕土師器蛮62点、内黒埼52点、内黒高台杯2点。須恵器壷19点、酸化炎焼成杯

229点、酸化炎焼成高台杯3点、鉄釘1点が出土した。嚢は上半部横なで成形、下半部箆削り箆

なでのものと、小型でろくろ成形のものがみられ、軍類はろくろなで成形無調整、回転糸切り

である。壷は11点が箆削り箆なで、 6点が平行叩き白文、平行叩き白文6点中5点の内面は横

なで調整され、他の1点は平行沈線の当て工具痕があり、 Bl18住出土の壷蝿3のlに類似する。

また南東隅ピット出土の破片は、 Bl18住出土の壷‰3の4と接合する。

出土遺物

墓(第7図1-4 図版1-20・21、 2-l・2 土器実測図説明1鵜20へ23)、東かまど周

囲より口休部2点、休部l点、体下底2点。大ピットより口体部10点、休部14点。南東隅ピッ

トより口休部6点、体下底2点。小ピットより口縁1点、体部6点。 P.19より体部1点。南壁

際より口休部l点、体部l点、体下底1点。西壁際より休部3点。床面から体上部4点、体部

4点、他に休部3点が出土した。

内黒杯(第7図5・6 図版1-22、 2-3 土器実測図説明I鵜24・25)、東かまど周囲よ

り口縁2点。大ピットより口縁5点、休部5点、底部3点。南東隅ピットより休部1点、南壁

際より口縁1点、休部2点。西壁際より口縁2点、体部5点、底部3点。 P.13より休部1点。

P.19より口縁1点、体部l点。床面より口休部1点、休部4点、体下底1点、口体底1点。他

に休部4点が出土した。

内案高台杯 2点中1点は底部だけ残存、口体高台は欠損する。底径6.7cmで、小孔がある。

底上面は放射状磨き、下面は回転糸切痕と高台を貼付した痕がある。もう1点はP.19出土で、

体下底1/5の破片で、底上面は放射状磨き、下面は回転糸切痕と高台を貼付した痕がある。

壷 小破片で実測不能である。東かまどより体部1点。大ピットより頸部肩部2点、休部1

点、南東隅ピットより口端部1点、体部3点。 P.19より口端部l点。西壁際から頭部l点、休

部6点。 Q2埋土より肩部l点。床面中央より体部2点が出土した。

酸化炎焼成杯(坤B) (第7図7-15 図版2鵜4-12 土器実測図説明II-26→34) 7図7

は灰白色(5YR8/2)で還元炎焼成かもしれないが、船上が柔らかく2次焼成を受けて内外面

磨滅著しいため杯Bに入れた。東かまど周囲より口休部9点、体部15点、体底1点。大ピット

より口体部18点、体部49点、底部6点。南東隅ピットより口休部5点、体部10点、底部3点。

小ピットより口休部7点、休部14点、底部1点、口体底1点。 P.3より口体部1点、休部4点、

体下底2点、口体底1点。 P.19より口体部4点、体部13点、底部3点、口体底l点。 P.20よ

り口休部1点、完形1点。 P.13より口休部1点、体部3点。南壁際より口体部3点、体部4点。

西壁際より口休部1点、体部10点、底部6点、口体底1点。 Q2壇上より体部3点、底部l点。
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床面上より「「休部13点、体部17点、底部了点、口体底2点。他に口緑3点、休部6点、底部1

点が出土した。

酸化炎焼成高台杯(第7図16 図版2臆臆13 土器実測図説明II-35)、他に体下底1点と、床

面より台部破片l点が出土した。 7図16と体下底の2点はNo2と記されている。

鉄釘(第7図17 図版2-14)長さ5.9c爪。中央部より上の厚さ、巾共に0.5c州で はゞ完形

である。頭部は急角度にIよ亜寄し、先端は尖る。ピットNo.13出土である。

調査概要には、鉄製J)鍬先が出土した事が記載されているが、現物は無い。

(4)Bi 18住居跡(第8図)

〔遺構の確認〕基準点より北へ18.2へ25.64m。南北基準線より酉へ9.59̃15.9mの地点、 B1 18

地区とその周囲に黒色の落ち込みを確認した。

〔重複・瑠改築〕なし。

〔平面形・方向〕南北約6.2m。東西約6mのほぼ正方形で方向はほぼ東向きである。

〔堆積土〕調査概要によれば、埋!士は2層に分けられ、その中に白っぽいサラサラした土がレ

ンズ状(きちんとレンズ状に入っているのではなく、全体的にみれば床直上で壁際に近い所

はど高い所に見られる)に確認でき、ヒットの中では、 P.6、 P.7、 P.2、 P.3にかか)

厚く堆積しているのが確認できた。「とある。音

〔床面〕ほゞ、甲lで中央部とその付近は直接火勢を受けて焼けている。壁高は30へ35cm。

〔柱穴〕書}. 1、量).2、王).3と、かまど北側にあり、培土上部に粉状パミスを含む。

〔かまど〕東壁面相)につくられ、中細50cm。奥行約Im。底面は床面よりもやや高い。両袖

は比較的保存が良く、北側が長さ約1 m。巾25cm。高さ20cm。南側が長さ約70cm。巾20cm。高

さ約20c肌。煙道は長さ85c叩。巾約34em。深さ約10cm。中央部が浅く前後が深くなる。煙出は、

上場径約45e爪、下場径約42c州。深さ27。問で 上場の周囲は礫でかだめられていた。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ヒットは、 P.5-P.9、 P.曲̃P.20と思れれるが、焼土を埋め込んだ

ビットがかなりみられる。

Bl18 住居跡ピット一覧表 行男埴/剛上 伸_川「

二 ’\音 
l 

i) 

; 1 ) 小 l 8 リ 中 11 工2 十十 1」 15 千言 

上場経 き3X8しI 」 
:・\ ) 

1 畠メ∵月 〔)ト/-’11)丁 )申暮、弓 中音′ニラ 坤,’ヱ4 26,賀、32 3宮(5しI 烏γ40 53x31 21〉く2(\I 」3ン売l 上、・い、 22X2丁 

l、り新手 1し)×16 1うメロ 言・ ) 墨X焼 あ1〉、即 ∴∴ 」 Iう-上5」 竺手、1l 8.へと) 21少、36 1し〉X25 21Xl「 11X13 38ス39 6ゝ(6 16×13 

深∴さ 38 5」 5:う 8 2」 登0 40 1い 10 14 8 8 12 31 12 58 
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第8図 B=8住居跡
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〔その他の施設〕東壁を除く各壁下に、周溝状の落ち込みが確認された。これは、一旦掘り込

まれた後、埋められたようであると、概要に記されている。

〔年代決定資料〕土師器饗121点、小型壷形土器l点、内黒革313点。須恵器壷17点、還元炎焼

成坤9点、酸化炎焼成杯241点、酸化炎焼成高台杯1点、紡錘車1点、砥石1点、刀子1点が出

土した。饗は上学部が横なで下半部が箆削り箆なで成形のものと、ろくろなで成形のものが

みられ、杯類は大部分ろくろなで成形無調整、 1点だけ体下半と底部に手持ち箆削り調整のも

のがある。紡錘車は多孔質の石製である。 (遺物一覧表(I)参照)

出土遺物

套(第9図1へ9 図版2-15へ17、 3-1へ6 土器実測図説明II-36へ44)長胴(9図

l-3)と小型でろくろ成形(9図4-9)とに分けられる。かまど焚口より体下底1点。か

まど北袖より口休部1点。 P.5より口体部1点、体下底1点。 P.6より体下底1点。 P.15よ

り口体部1点。 P.20より口体部2点。埋土1層より休部15点、体下底2点。埋土2層より口体

部3点、休部61点、体下底部5点、ロ体部2点。埋土4層より体下底1点。その他体部24点が

出土している。 P.5、 P.6出土の底下面は箆なで。かまど、埋土4層出土の底部各1点は、

回転糸切りである。

小型壷形土器(第9図20 図版4-1 土器実測図説明IⅤ-55)

内黒杯(第9図10→19 図版3-7-16 土器実測図説明II-45へ50. III-5lへ54)大部分

ろくろなで成形無調整、肉体横磨き、底上面放射状磨き、回転糸切りであるが、 9図17、図版

3喜14は、手持箆削調整である。また9図10、図版3-7は外体面に墨書があり「曾」と思わ

れる。 9図12へ18は、磨滅著しく内面の磨きは明らかではない。かまどより口休部2点、休部

l点、体下底2点。 P.5より口体部2点、休部1点、体下底4点。 P.6より口休部12点、体

下底5点。 P.18より口体底1点。 P.20より口休部15点、休部l点、体下底5点。 P.21より口

休部3点。 P.24より体下底部l点。 P.26より体部1点。床面上より口休部25点、休部6点、

体下底6点。埋土1層より口体部3点、体部8点、、体下底4点。埋土2層より口休部21点、休

部16点、体下底13点。埋土5層より口体部4点、休部23点。その他口体部12点、休部108点、体

下底部7点が出土した。

須恵器壷(第10図1-4 図版4-2-5 土器実測図説明III-56へ59)かまどより口縁l

点、休部l点。 P.2より口緑l点。 P.5より休部1点。 P.6より口縁1点、頸部1点、休部

l点、体下底1点。埋土より口休部1点、頸部2点、肩部2点、休部2点、体下底l点、頸体

底1点が出土した。 P. 5出土の体部破片(10図4)の内面当て工具痕は「Ⅹ」の線刻がある。

還元炎焼成杯(杯A)かまど北柏より口休部l点。 P.6より口体部2点。床面よりロ休部1

ー
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第10図 B=8住居跡出土遺物II

点。 P.6より口休部2点。床面より口体部1点。壁土1層より口休部l点。壁土2層より口体

都2点、休部1点。他に底部(底径6.1cm)の破片が出土している。いずれも小破片で、口径、

器高の計測は不能である。

酸化炎焼成杯(杯B) (第10図5・6 図版4--6・7 土器実測図説明暮萱量-60・61)かまど

周辺上り口体部2点、体下底3点。 P.15より口体部2点。 P.6より口休部10点、体下底10点、

=体底2点。 P.10より口休部1点。 P.20より日休部6点、体下底2点。 P.22より口体部1点。

P.25よく月I休部1点。床面より口休部4点、体下底4点。埋土1層より口休部5点、休部15点、

体下底8点。培土2層より口休部20点、体部31点、体下底14点。その他口休部7点、休部92点、

体下底l点が出土しだ。

酸化炎焼成高台杯(第10図了 図版4臆8 土器実測図説明!萱!-62) l点だけ出土した。

石製紡錘車(第9図22 図版4臆10 石製品計測表上から2)若干表面に剥落部がある。

砥石(第9図21図版4臆9 布製品計測表最上段)両端が欠損する小型の砥石である。

一書
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刀子(第9図23 図版4鵜11)茎のみ残存で明確ではない。長さ5.3cm。巾0.6̃1.6cm。厚さ

下端部0.3、上半部0.5c皿。 P.20上面南端から出土した。

(5)Be 62住居跡

実測の記録がない。遺物収納袋に記名があるのみで、壁土1層と2層の境から出土したとの

記載がある。土師器整体部1点。内黒埼口体部1点。酸化炎焼成の不日体部4点、休部7点、

体下底部7点が出土している。いずれも小破片で、計測不能である。遺物一覧表3段目参照。

(6)Ep O6住居跡

実測の記録がない。遺物収納袋に記名がある。

出土遺物(第11図 図版4-12へ16、 5葛1遺物1覧表6段)

土師器寒 体部6点がかまど脇ピットより出土した。内5点は箆削り箆なで成形、 1点はろ

くろ成形である。いずれも小破片である。

内案処理套 かまど脇ピットより口縁1点、体部1点が出土し、前者はFe50住かまど出土の

饗(第13図2)に接合した。

内案杯 体下底2点が出土し、 1点はFe50住かまど出土の杯に接合した。

酸化炎焼成‡不(杯B) (第11図3へ6 図版4-12、 14-16 土器実測図III-63喜66)かまど

脇ピットより口体部11点、体部l点、底部l点が出土した。

砥石(第11図l 図版5-1 石製品計測表3段)

詣羽ロ(第11図2 図版4-13)長さ13.6cm、径6.2̃6.8cm、孔径2.4へ3.2cm、重さ467.2g

で、先端部3分2が欠損する。先端には多孔質の鉄津が付着している。胎土にはかなり粗砂粒

を含み、火熱を受け変質変色している。埋土1層より出土した。

この住居跡は、 Ep O6地区で発見されたが、 E区を30mで切り、 Ek以下をF区にすると、次

に記載するFe50住と大体同地点でないかと思われ、Fe50住道構図のP. 3に記載された瑞羽口

が、 Fe 50住の収納袋に無い事。 Ep O6住出土遺物中2点がFe 50住の出土遺物と接合する事等

から考えて、最初のグリット設定時にはEpO6住、 7')ット設定変更後はFe50住と名称を変え

たのではないかと思われる。だとすればかまど脇ピットとは、 Fe50住P.4になる。

(7)Fe 50住居跡(第12図)

〔遺構の確認〕南側段丘崖斜面上、南北基準線より東へ4.13へ9.25mの地点、 Fe50地区とその

周囲に黒色の落ち込みを確認した。

〔重複・増改築〕床面が上下2面検出されている事から、改築があったのではないかと思われ

るが、平面形には明確な改築の痕跡は認められない。

〔平面形・方向〕東壁西壁の南半部と、南壁が検出されないため明確でないが、東西4.73mの

方形と思われる。かまどが北壁東寄りにあるから、方向はほゞ北向きと思われる。
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第=図 EpO6住居跡出土遺物
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〔堆積土〕 3へ5層に分けられ、各層共に焼土、炭化物、火山灰を含み、 3’層下面のl部に、

粉状パミスを若干含む。

〔床面〕セクション図G葛Hには貼床が上下2面あり、上面は柔らかく、下面は固くしまって

いる。北西隅には炭化材と炭化物粒がかなり散在し、 P. 1、 P.2、 P.3の壁土にも、大量に

炭化物が包含されている。壁への立ち上りは緩やかで壁高は約20へ70cmである。

〔かまど〕北壁東寄りでかなり歪んでいる。燃焼部は巾約50cm、奥行き80cm。.両袖は西側が北

寄り、東側寄りでかなり壁際がずれている。煙道は削平されてしまったのか記録はないが煙出

間は約70cmである。煙出は上場径49×58、下場径34×44cm、深さ約30cmで、壁面に粘土が張ら

れている。壇上に饗の破片が含まれていた。

〔貯蔵穴〕貯蔵穴状ピットはP. l-P. 4 T. P. 1は上場径73cm、下場径57×54cm。深さ20cm。

P. 2は上場径64×68cm。下場径39×53cm。深さ約20cm。 P. 3は北辺1.2m。南辺0.8m。南北

長1.5血の台形で粘土張りである。炭化物と鉄澤を多く含み騙羽口が出土した。 P. 4は上場

径70×120cm。下場径47×85cm。深さ約36cm。いずれも廃土、炭化物を多く含んでいる。

〔その他に施設〕東壁に石組みが確認された。

〔年代決定資料〕土師聖8点。内黒聾2点。内黒杯7点。須恵器壷3点。還元炎焼成埠4点。

酸化炎焼成杯17点。酸化炎焼成高台埠1点が出土した。要はみな箆削り箆なで成形である。壷

は平行叩き白文、項類はろくろなで成形無調整、回転糸切りである。 (遺物一覧表参照)

出土遺物

土師器雲(第13図1 図版5-8 土器実測図説明III-67)煙出、煙道奥より体底1点。か

まどより体下底2点。束壁際より体部4点、底部1点が出土した。

内黒処理費(第13図2 図版5-2 土器実測図説明III-68)かまどより2点出土し、それ

にEp O6住出土の内黒聖1点が接合した。 2点共同一個体と思われる。

内黒‡不(第13図3 ・ 4 図版5-3 ・ 4 土器実測図説明III-69.70)かまどより口体底l

点、口休部1点。東壁際より口体底1点、口休部1点、体部3点が出土した。かまど出土の口

体底部破片には、 EpO6住出土の破片が接合。東壁際出土の口体底部破片には、 BhO6焼土遺構

出土の破片が接合した。

須恵器壷 体部小破片が3点出土し、東壁際より2点。かまどよりl点が出土した。いずれ

も平行叩き白文が施されている。東壁際出土の1点は内面に放射状の当て工具痕があり、他の

2点は当て工具痕が認められない。

還元炎焼成杯(第13図5・6 図版5-5・6 土器実測図説明III-7l・72)かまどより口

休部2点。 P.2南側床面上より口体部1点。他に体部1点が出土した。

酸化炎焼形坤(第13図7 図版5臆7 土器実測図説明III臆73)かまどより完形品1点、口

一
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第i3図 Fe50住居跡出土遺物

休部1点、休部6点。体下底2点、煙道奥より体下半部1点。東壁際より口体部l点、休部1

点。 P. 2南側床面上より口休部4点が出土した。

酸化炎焼成高台杯 かまど内より体下底1点が出土した、小破片で実測不能である。

鯖羽ロ(第12図) P. 3上面から炭化物、鉄澤の集積と共にl点出土しているが、遺物収納袋

には無い。 EpO6住遺物収納袋の物(11図2 図版4-13)がそうではないかと思われる。

(8)Bh O6焼土遺構

実測の記録が無い。調査概要によれば、 『東西1.8m、西壁巾1.2m。東壁巾0.8mの台形プラ

ン。黒沢尻火山灰に15へ20cmはりこんでいる。底面は平坦で、東よりの部分には木炭が散布し

ており、焼けた痕跡は弱く、西半は強い火熱をうけている。赤焼須恵系土師杯の破片が20個体

ほど西よりにかたまっていた。天井にあたる施設は検出されていない。』とあり、野窯跡と解釈

されている。土師器蛮12点。内黒饗l点。内黒埼17点。須恵器壷2点。還元炎焼成埠3点。酸

化炎焼成埠14点。縄文土器と思われる高台部l点が出土した。 (遺物1覧表参照)

出土遺物

土師器寒 みな小破片で、口綾部l点、休部11点で、休部10点は箆削り箆なで、 1点はろく

-
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ろなで成形である。

内黒墓 休部l点で、上

半部に横なで、下半部は縦

に箆なで、内面は横磨きである。

内案杯(第14図1 図版5-9 土

器実測図説明III「74)口体底1点、口

体部4点。休部8点。底部4点が出土

し、底部l点は、 Fe50住東壁際出土の

破片に接合した。

須恵器壷 体部小破片2点で、 1点

の外面は平行叩き白文、 l点は横なで、

内面は2点共箆なでである。

還元炎焼成杯(杯A)休部2点、底

部1点の小破片で、底部破片の下面は

回転糸切りである。

酸化炎焼成杯(杯B) (第14図2・3

図版5-10.11土器実測図説明III

-75 IV-76)口体底1点、口体部6

点、体部4点、底部3点が出土し、底

部下面はみな無調整、回転糸切りであ

る。

(9)Bn O6ピット

実測の記録が無い。 (10)のBn O9ピッ

トの破片が接合する物や、 Bn O6臆09

ピットと記名された遺物もあり、明確

ではない。第14図4・5、図版5臆12・

13の他に、口休部4点、底部l点が出

土し、 14図5、図版5-13は、 Bn O9

ピット出土の破片と接合した。いずれ

も酸化炎焼成の杯で、ろくろなで成形

無調整、回転糸切りである。

」-「_」 臆臆臆臆
1P (¶

第i4図 BhO6焼士道橋田土遺物79-8I

BhO6ピット 〃 82-83

BhO9 〃 〃 84-85
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(10)Bn O9ピット

BnO6ピット同様実測の記録がない。第14図6・7、図版5鵜14・15、土器実測図説明IⅤ鵜79・

80が出土遺物で14図7、図版5鵜15は、 BnO6ピット出土の破片が接合した。他にl層より口

体部4点、体部5点。 2層より口体部2点。 3層より口休部4点。 4麿より□休部1点、休部

3点。下面より口体部4点、体部2点が出土した。いずれも酸化炎焼成の杯で ろくろなで成

形無調整、回転糸切りである。他に鉄津の小塊2個が出土している。

(11)Bt 65土壌

実測の記録が無い。調査概要にも記録がない。土師器聾l個体分と思われる破片が収納袋に

あり、他の遺構出土の饗と同様、上半部は横なで成形、下半部は箆削り箆なで成形で胎土は

軟質、色調はにぷい橙色、焼成は不良で、かなり磨滅している。各部位は大体あるが、ほとん

ど接合しない。口綾部は急角度で外反し、口端は上下に強く挽き出される。

(12)表操等の遺物

1)縄文土器(第15図lへ8 図版5鵜16→18、 6-l→5)表土及び、住居跡の埋土から、

繊維を含む土器片が口綾部4点、休部32点が出土した。 □綾部破片3点は、口端が平坦で撚糸

の圧痕が認められ(第15図1 ・ 2 図版5-16・17)口綾部は外反する。 15図3の□端部は磨

滅しているため撚糸圧痕の有無は不明である。繊維を含む土器片は、遺物一覧表に示した通り

F区の表土より多く出土し、 15図1・2は、 FC12区、 15図3は、 Ff65地区の表土から出土し

た。 15図4、図版6鵜1は、繊維を含まず、横位の沈線間に半裁竹管様工具の背面による縦の

弧状沈線文が横位に並ぶ。 BmnO9地区表土出土である。 15図5、図版6-2は、口縁が内湾し、

口端部は丸みをもち膨んだ断面形を呈し、縄文原体圧痕を横位に施している。 Bk=5地区表土

出土である。 15図6、図版6-3は、口綾部が内偵し、口端部と口綾部に洗練を横位に施して

いる。 Fc73地区表土出土である。 15図7、図版6-4は、口綾部に右からの連続刺突文が横位

に1列並び、その下に連弧状の沈線文を施している。 Bh59住埋土出土である。 15図8、図版6

-5は、口端が丸みをもち、口綾部上端に縄文原体圧痕を縦位に施し、その下に洗練を1本横

位に施し、その下に連弧状と思われる沈線を横位に施している。 Bd12住埋土3層出土である。

繊維を含まない縄文土器片は上記の他に64片田上した。

2)石器

縄文期と思かれる石器は、 18点出土している(石製品計測表4段目以下)。大部分がF地区つ

まり南側段丘の綾部から出土している。石鉄3点、石匙1点、石箆状石器4点、剥片に2次調

整や使用痕のあるもの10点である。
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3)土師器

嚢が177点(遺物一覧表)出土しているが、小破片のため計測できるものは無い。住居跡や焼

土遺構等の遺構から出土した饗と、成形技法や調整の異なるものはみられない。

内黒饗が7点(遺物一覧表)出土しており、上記した通り、特に異なるものは無い。

内黒埼が164点(遺物一覧表)出土した。第16図7、図版6-24は、 BcO3地区出土で、土器

実測図説明IⅤ-81の通り、ろくろなで成形無調整、回転糸切りで、内面の磨きは体壁が横、底

上面が放射状である。他の破片も大部分が同様の特徴をもつ。

4)須恵器

壷が74点(遺物一覧表)出土しているが、住居跡等の各遺構出土の壷と、成形技法や調整の

異なるものはみられない。

還元炎焼成杯(遺物一覧表埠A) 13点が出土している。胎土硬質、色調は灰白色一灰色、焼成

良好で、住居跡等の出土量と同様に数少ない。

酸化炎焼成杯(遺物一覧表杯B) 336点出土した。第16図8. 9、図版6-25.26は、 Bi 62

表土・ Ff 53表土出土(土器実測図説明萱V-82・ 83)である。

酸化炎焼成高台埠が3点(遺物一覧表)出土した。第16図10、図版6鵜27は、 Ff62地区表土

出土(土器実測図説明IⅤ臆84)である。

5)鉄釘

Ff71地区表土よりl本、多孔質鉄澤10点と共に出土した。先端部が欠損している。残存部の

長さ5.3cm。巾0.7へ1.Ocm。厚さ0.3へ0.6c叩。長方形の断面で、頭部は約900程屈曲している。

6)鉄津

Ff71地区、 Fg68地区等から出土しており、多孔質で酸化が進んでいる。大きさは、径1

-6cmで、不整形の物が大部分である。

IⅤ 『上大谷地遺跡調査概要』のまとめ

上大谷地遺跡調査による資料は、遺跡・遺構の写真が粉失し、遺構の1部実測図や遺物の1

部も粉失しており、報告書としては、かなり不備な点があるため、調査概要のまとめを転記し

て、不備な点のl部を充足したい。

『今回検出された住居地は、全て壁の方向・カマドの位置と方向・柱穴の配置などは基本的

に一致した特徴を持っている。出土遺物・柱配置の細部などに若干の違いもみられるが、限ら

れた年代の巾を持ち、同一集落の一部を構成するものであろう。その年代は、出土する土器の

うちで内黒糸切底の埠が上席酌に多いことから、 9世紀中葉より潮らぬものであろう。当初の

集落は台地北側の平坦面の外縁に住居が配置され、中央部に広場が形成されていたものと考え
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ー上大谷地遺跡鵜

遺 物 一 覧 表 I

出土地点 
土 師 絡 叛 -古 器 縄∴∴∴史 

そ∴∴∴の 他 
壊 内黒蜜 「年星団 豊子 埴.A 上本B 高台埴 

十と′ししi 上器 持せ,∴・ 上器 

石器 

Bd12住居跡 13 い l了 4 2 l l い い 1 0 

Be21I 169 0 246 16 / 165 0 い 
リ ●つ 小型釜彫土器上剥片2 

Be62 ′′ 

1 い 1 0 () 18 0 い 中 い 

Bh59 II 62 0 53 19 0 書29 3 0 10 0 欽釣1、内黒高i台上不2 

B118 II 1針 0 313 1T と) 2」1 1 0 十 0 

小型′高l 紡水中1、政行1、I」子1 

Epo6I′ くつ 

つ l) 

0 0 13 い 0 十 l) 砥石上 輔羽目1 

Fe5し)II 8 
り 

l 3 」 l了 1 し) l () 

Bho(;鳴上道榔 上 1 17 
り 

3 14 0 () 1 0 

lま「lO6ど・ノト l活用)ヒ′ト 

0 亘 0 0 0 3:! 0 0 小 0 欽葎登 

Bt65上蝶 1一α し) 0 0 0 い 0 小 ( 0 

Bぐo3表土 言 (l 20 亘 0 3 0 亘 い 0 

BdO 表上 3 0 3 0 い 3 () 0 十 0 

Bd12表上 1 し) 1 0 0 
“) 

い し) 上 0 

Be白)(㍉表土 0 0 1 6 い 
l 

い 0 い 1) 

Be自)〔)表上 6 い ふ 0 い 1 
言 0 3 1) 

Be12表土 」 0 
●) 

1 1 1 0 0 l 0 

Be白8表上 つ 
0 1 」 1) = () 0 し音 0 

Be2T表上 1 0 1 0 0 中 0 し) ( 
1) 

Bg()3表土 い 亘 言 1 I い 中 1 
い 

Bg63表土 () 0 () 
.) 

十 0 (〉 中 小 い 

とうが5表上 1 0 1 中 ら 1) 0 中 ( 0 

Bghot)表土 9 0 中 リ 
0 言 0 0 1 0 

B尊h15長上 言 0 0 l 0 0 い 1) 
l 中 

Bgh5叛く十二 」6 0 書了 言 言 !1 
い 中 ∴i 0 

Bgh了1表上 つ (I 0 0 中 () 1) 亘 ら 0 

Bh6ご太上 言 い 0 
リ 

い =i 0 し) 十 0 

Bh65表上 
() 

() 子 
) 

1) 45 0 主 (I 亘 

Bh6とi表土 い い 0 1 0 0 亘 () 十 0 

Bi62太上 1 0 1 1 
い 1 い 0 小 十 

B帝5表上 0 0 ∴ l () 33 ‖ し) 亘 0 

B亘06表上 l」 (I 〔) 

リ 
1 0 0 1 

亘 割中1 

Bij12表上 () !) 1 
亘 1」 0 い 1 

い 

上向訓表土 上と 0 () 」 十 :l (I 中 11 言 

Bij56表土 1 0 1 
0 0 しI ‖ (I い 0 

Bj(う5表土 い 十 0 1 
0 亘 し) (I 0 (I 

Bk川:う哀上 1 1) 1 

) 

い 1 
亘 ‖ (I 0 

Bkl時表上 
つ 

い 4 1 1 言 ‖ 0 亘 I) 

Bk=5長上 (I 0 言 () い 
.) 

い (〉 
1 

十 
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一 上大谷地道跡

遺 物 一 覧 表 II

出土地点 
上 帥 器 :白

子∴ 詰 縄 文 

そ の 他 
∴ :十十〇∴†」 「人出」イ: 上l∴l 埴B 高台J不 

▲ら二十 上器 卸-†小言、 上器 
石器 

丁汁1「106表土 言 〈) 1 
言 十 1 0 0 い い 

萱油川09表土 1 い 十 l 〈) 1 0 い 3 い 

BnりI12太上 1 0 十 0 = l い 0 0 0 

Bm信夫上 0 亘 1 0 2 0 0 0 0 

I症I111再`上 l () い 0 リ 
0 0 0 い 

時間50太上 0 十 0 1 0 (〉 0 0 い 0 

萱五(凧太上 0 十 1 1 0 t‾〉 0 0 0 0 

D。間天上 0 0 言 亘 (- 4 0 0 ら い 

圧)i)0:凍上 ∴ 0 
1 1 

′) 

5 い 0 1 亘 剥片l 

1中)l訂、上 
.) 

= 
1 l 

0 言 0 0 0 い 

lう。1)高大上 
ソ 十 言 」 0 2 0 0 0 0 

1中高5太上 l (〉 白 (〉 0 l 0 0 0 0 

l寝i・用太上 工 」 ) l 1 4(う 0 い つ 
亘 

l叛だl」表上 1 十 0 し 亘 0 0 0 0 0 

l主118表上 言 0 ) 工 り 0 0 0 0 

l主1常人上 十 言 0 亘 () 0 0 () 1 0 

(1主音太上 十 (〉 0 1 0 0 0 0 0 0 

D点)5t)太上 言 い い :う 0 
1 0 0 1 0 

状1(章太上 () 十 0 言 亘 0 0 () 0 し) 

持出仕り:上 0 1) 十 (〉 0 (I 0 0 0 1 

高くう2天上 0 亘 
( 言 0 0 () 0 0 1 

上b15太上 1〉 0 ( (〉 十 0 (I 0 = 5 

手、(弓2太上 ∴ 言 ( 言 十 0 () 5 0 言 

F(弓8太上 ∴ 十 
( 

亘 亘 1) l) () () 
1 

「(子:)太上 亘 い ∴ 亘 亘 言 0 () 
.) 

い 

買、丁l太上 中 (I 言 () 0 十 0 亘 言 0 

丁寸丁:l太上 (I 1I = 0 言 亘 0 0 言 い 

出回表上 ∴ 十 0 言 (I 0 = 0 0 1 

十1r5:膏、上 言 
i) 

l = 
l 8 0 0 0 白 到片1 

寡言f帝大上 亘 = 亘 0 = (l 0 
言

い l 0 

r手「し表上 1 
亘 0 十 十 0 = 

I 亘 0 剖Ii言上 付し、欽清10 

I÷畑)(う天上 十 十 0 II () 0 I) 1) 0 2 

阜中生、上 十 () 十 1I 0 
l 0 0 3 0 

「白う8左上 1I II 亘 ∴ = (I 言 1 1 0 釣、樟2 

甲-5()人1 
∴ = () 言 十 

1 0 亘 い 0 細片1 

上白り5太上 () 十 

∴! 
1I 中 い 十 0 0 1 

十’出生、上 I () 亘 十 1) 
1 1 0 0 い 

左上 「 1 」宅 :言 十 ∴1 
() 

= 1) 0 欽帯l、剥片了 
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一一十大谷地遺跡 -

石 製 品 計 測 表

実相図 番号 図版 番号 

寵 別 形 状 

残存 部∴位 

出土地車 同位 

最 大 長 調 

申子 
g 

景∴∴∴∴盤 

=∴∴∴言 

巧 撒 :=∴ 亀∴∴面 b∴∴面 

豆一計 4-9 砥石 長万部 中央 B=8住 
1).1了 b 

5.0 ).l 1ヽ 「二㌧() 自両県二時幣束 帝王岩 

〕〇二 4-1しI 商蓮華 楕円彬 完彫 B118住 b 〕∴ う.尽 
リi) 

5十千 
(諾二九) ∴∴- 安山岩蒋宕 

11-1 5-1 砥石 長方彫 
一万鴇 中央 

E蝉惟 a 1丁.6 丁.しI 6.寸 1鈍う.しl 上面共雷中部-( ↑串‡宕 

主「) 6臆6 百錬 蕪辞 完彬 Be21生Ql b ∴言 L8 ;∴: ∴: 全面・今週 仝辺 1勘Ii諾 

15-10 6-7 I I 完彫 Be31住 二川 1.6 し音言う ∴! 全面・全道 全道 

15-11 6-8 Iiり 完形 Fg()胆 表土 」.」 2.0 リ.9 ト言 全道 全通 

15臆1登 6臆9 石匙 櫛形 完彫 Fe主任 表土 工事 ●..⊃ し上「 =、ト .ま,三全道 つま二・王道 .-、詰・ 

15-13 6-1し〉 石貨状石器 長三角形 完彫 王6登区 表土 丁.6 こう.」 1.」 鳥,ト 全面i士道 王i右辺1茄 1坤で岩 

15-1」 6臆11 II 完彫 Fb15医 表土 0.白 3.」 †∴ l∴) 王道 全道 

15-15 6〇十2 I 

一方靖 中央 
FgO6区 女王 う.しI J.3 (上京 ∴∴ 王・右辺 I二・右辺1親 

15-16 ト一江 白∴り 
完彫 Fh65区 表土 3.9 “)∪ 十∴ 全面・全道 有毒 

15-江 6-14 彫詰り 三角彫 
一方靖 中央 

Fぐ1き区 表土 〕∴言 3.3 1) 1」.し 五・祐二 l∴右辺 

章一1 バー豆 II
? 

‥-∴: 完彫 F掴3区 表土 工9 ∴言 らI) 字面・士道 “全長 

五一二 ト一声 王表別片 長方彫 完彫 Fbl三位 表土 巨」 ∴∵ ∴∴: 

上辺 音音正喜音 ヽ」、 

仁二言: 立岩 

16-3 6-1丁 ∴†: Fb15区 表土 l,i 工1 し上る 引.3 
十五に 上i音 

江一子 6-1とく 長三角背 完彫 Fb15区 表土 l.」 
音)

‾ 

甲ト l十† 
〈 上音読当 

五一千 6臆19 I 四辺華 完彫 Fel:区 表土 亘言 5.6 上丁 丁し上しI 十二∴’理工 ∵主∴十二 

16-6 6-20 駈待片 完置 Fぐ13区 表土 5.1 ⊃,1 十千 ∴∴∴ 
(諜里) 左1〇月 :∴∴二年 

15「帥 6臆2l 三角彫 完彫 Fb1与圧 表土 上し) ∴∵ 中、う 十5 

王子i“辺 
左左辺 

15-1き 6-22 ∴言∴ 完彰 Be3陀Qふ b こ、う 2∴ 申」 」、n 

左良 性二当 

∴:子守 

15-19 亘…∴ 五色彫 中央 「‖i-∴ 安土 3弓 3工 一い :∴∴1 左辺申 吉出自 ∴千言 

-
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一上大谷地遺跡-
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一上大谷地遺跡-

られる。道路敷東側は原野となっており、未調査

であるが、表面採集によってきわめて多量の遺物

が採集されており、集落のひろがりは当然ここに

まで及んでいたものと考えられる。したがって道

路敷西側に検出された住居址をも合わせると

30へ40棟の住居址が存在したものと推定され、相

当な規模の集落であったものと思われる。谷をは

さんだ台地南半では、たたら以外の遺構は検出さ

れていないが、平坦面は畑地として利用された可

能性がある。野窯の存在が示すように、集落の住

民が小規模な土器製作を行なっていたことは明ら

かである。土器製作には、台地の基盤を構成する

粘土層が原料の供給源となっていたのであろう。

野窯・たたらの存在は、この集落が自給自足の体

制をととのえていだことを示す証拠として、極め

て興味深い。』

Ⅴ まとめ

確認した住居跡は5棟で、北縁に4棟、南縁に

1棟である。その他に、焼土遺構(野窯) 1基が

確認された。製鉄跡は南縁にある住居跡内に存在

する。その他の遺構は明確でない。

上記の遺構から出土した遺物は、いずれも平安

時代のものと思われる。

表採の縄文土器は、早期末、前期末、中期初頭、

晩期と思われる。

参 考 文 献

「上大谷地遺跡調査概要」岩手県教育委員会1972

「岩手県盛岡市大館町追跡。岩手大学考古学研究会

1978

「刀剣のみかた」広井雄一
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写真図版目次(上大谷地)

1-5 : Bd12住居跡出土遺物…図版1

6-19 : Be 21住居跡出土遺物

20-22 : Bh 59住居跡出土遺物

1葛14 : Bh59住居跡出土遺物…図版2

15-17 : B=8住居跡出土遺物

1鵜16: Bl 18住居跡出土遺物…図版3

1-11 : Bl 18住居跡出土遺物…図版4

12鵜16 : Ep O6住居跡出土遺物

1 : Ep O6住居跡出土遺物………図版5

2-8 :Fe50住居跡出土遺物

9喜11 : BhO6焼土遺構出土遺物

12-13:BnO6ピット出土遺物

14-15: BnO9ピット出土遺物

16葛18 :表採遺物

表採等遺物
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土井A・B・C・D遺跡

遺 跡 名:土井A(DIA)

遺跡所在地:北上市相去町土井

調 査 期 間:昭和47年IO月-=月

調査対象面積: 200m2

発掘調査面積: 50mま

遺 跡 名:土井C(DiC)

遺跡所在地:北上市相去町土井

調 査 期 間:昭和48年iO月i5日一3i日

調査対象面積: 400m2

発掘調査面積: 230m3

遺 跡 名:土井B(DIB)

所 在 地:北上市相去町土井

調 査 期 間:日蘇口47年iI月

調査対象面積: i,250面

発掘調査面積: 625面

遺 跡 名:土井D(DID)

遺跡所在地:北上市相去田丁土井

調 査 期 間:昭和50年7月

調査対象面積: 900mま

発掘調査面積: 700面







一土井A.B.C・D遺跡

I 位置と立地

本調査地A→D地区は、北上市相去町土井に在り、国鉄東北線北上駅の南西約5.2-5.7血の

地点である。土井公民館の東側にB地区。同公民館の東側の道路を、南へ約200m行った西側の

切り通しの上、丘陵の東端部にA地区。 A地区より同じ道路を南へ約150m行った十字路の西側

丘陵の頂部平坦地にC地区。C地区より同じ道路を南へ約100m行った西側丘陵の南面する緩斜

地にD地区がある。

調査地の現状は、 A地区が山林。 B地区が宅地と畑地、東西に通じる北側の道路以北は水田

である。 C・D地区は山林である。 B地区は金ヶ崎段丘(低位)相当面であり、 A.C・D地

区は西根段丘(高位)柏当面である。標高は、 A地区が97-99mの緩斜地。 B地区が96m前後

のほゞ平坦地。 C地区が105m前後のほゞ平坦地。 C地区が105m前後のほゞ平坦地。 D地区が

104→105mの綬斜地。

東北自動車道関係の遺跡としては、 B地区より北約300mの所に上大谷地道跡、 D地区より南

へ約4.3血の所に金ヶ崎町中荒巻遺跡がある。

II 調査の経過と結果

調査は、昭和47年10月B地区から開始され、宅地と畑地の粗掘り、次いで北側の水田の粗掘

りが実施され、東西3m、南北6mのグ)ットが千島に調査された。次にA地区が調査された。

ここは切り通し面にフラスコ状のピット断面が露出しており、同じ様などットが西側路線外に

もかなりあったと思われる。翌48年10月15日からC地区の調査が実施された。この地区もA地

区同様のピットが多数あり、現地表面で検出されている。以上AへC地区の粗掘りは、人力で

実施された。 D地区もA・ C地区同様のピットが多数確認されており、ここは重機によっで短

時間に表土が除去され、遺構・遺物共に発見されなかったが、南東隅に方形の落ち込みを確認

している。遺物を伴出せず、年代・性格共に不明である。 A・ C ・ D地区で発見されたフラス

コ状ピットは、規模・平面形・深さ等ほゞ同様なもので、同じ目的でつくられたものと思われ、

次の様な特徴がある。検出面は第2図1層上面つまり現表土面である。堆積土は単一で第1層

の土質である。また堆積土は下面側面に若干あるだけである。底面は平坦ではなく凸凹が著し

く小ピットがある。上場の径は1 m前後で、 60-170cmの範囲である。上場の形状は大部分円形

であるが、楕円形、半円形のものも若干みられる。底面の径は上場径よりかなり小さく、ほゞ

円形か不整円形で、壁への立上がりは丸みがあり境は不明瞭なものが多い。直線状に並ぶもの
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一土井A.B.C・D避跡-A B
Sea Levei 105.500m

二幸≒二二二二
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0 0.1 0,5 1 1.5 2m

第2図 土井C遺跡土居図

03 もあるが、その間隔は一定せず、掘立柱建物のように方形状の線上には並ばない。堆積土やビッ

ト周囲の第1層中からは、先史時代や古代の遺物は出土しなかった。

C地区のピット群(第3図)の、上場(南北径mx東西径棚)規模は次の通りである。 ‰l :

l.5×l.7。 No2 :0.7×0.8。 NQ3 :0.7×0.7。 NQ4 :l.2×l.0。 NQ5 :0.8×0.9。No6l.1×1.

0。Nし・7 : 1.3×1.3。No8 : 1.0×0.7。No9 :0.5×0.5。NQ10: 1.0×l.1。Noll:0.8×l.0。No12:

* l.0×0.8。 No.13: 1.0×1.0。 No14: ?×l.1。 No15:0.85×0.9。 No16:0.9×0.9。 No17: l.1×

1.2。 No.18: l.1×l.l。 No19:1.1×1.0。 No20:0.8×0.7。 No21:0.6×0.6。 No22: 1.0×1.l。

NQ23: 1.2×1.3。 No24:0.9×0.9。 No25:0.7×0.8。 No26:0.9×0.9。No27: 1.0×1.0。No28:

l.3×0.7。 NQ29:0.8×0.9。 No30:1.0×1.0。 No31: 1.0×l.0。 No32: l.1×1.0。 No32: l,lX

l.0。 No33:0.7×0.8。 No34:1.2×1.2。 No35: 1.1×l.2。 NQ36: 1.4×1.7。 No37: l.2×1.2。

04 No38:1.1×1.2。No39:l.0×1.0。NQ40:1.4×1.4。No41:l.3×1.4。No42: 1.0×l.1。No43:

l.2×1.0。 No44: 1.2×l.3。 NQ45:l.4×1.3。 No46: 1.1×1.1。 NQ47:0.8×0.8。 No48:1,5×

1.5。 No49: 1.0×1.0。 No50:1.0×1.l。 No51:0.9×0.8。 No52:1.2×1.0。 NQ53:0.9×0.8。

NQ54 : 1.3×1.3。 NQ55:0.8×0.8。 No.56: 1.2×1.2。 ㈲57: 1.2×1.2。NQ58:0.7×0.7。NQ59:

l.lXl.0。 No60: 1.2×1.4。 No61 :0.8×0.6。 No62: 1.0×1.0。 No63:0.7×0.6。 No64 :0.6×

* 0.6。 No65:l.0×1.l。
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ー土井A.B.C.D遺跡-

第3図 土井C遺跡グリット配置図
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一土井A.B.C・D遺跡 臆臆

C地区からの出土品は、No9ピ・ソト付近1甘下部から現代使用の物と同じ形状の鎌l挺。No38

ピット付近l層下部から鉄製楔l挺の2点のみである。

以上の事から、 C地区のピット群は性格、年代共に不明であるが、現地表面が検出面である

事や、堆積土が壁丁半と底面上に若十あるだけという点から、そう古いものとは思われない。

C地区調査中に、同地区の南側斜面で、樹木を数本棟と共に掘り取る作業がみられた。その

坂根跡が、本調査地区のピットと同規模で、かなり類似した形状をしていた事から、庭木用に

掘り取った跡の可能性もある。 A・C・D地区の路線外には、このピットがかなりみられた。

注1 「岩手県土地基本調査図」 岩手県農政部

中I=他「北上川中流沿岸の第四系および地形」 ワ地質学雑誌』第69巻第18号(1963)

注2 「東北縦買自動車道関係埋蔵文化財調査報告吾」X岩手県数台委員会(1981)
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一付 篇-

和賀川流域の地形について

佐 藤 二 郎

I はしがき

約185万年前に始まり現世におよんでいる第四紀は、地球表面の諸形態・模様を形成した時代

である。この時代の産物は、俗に土、砂、砂利と呼ばれるものを主体とする。 ・それらは、その

根源物質の種類と性質、地域の古地形環境、古気候、古植生および地殻の変動などの相互作用

のもとに形成され、それぞれがもっとも安定した空間に定着する。ところで、このような性格

を有する第四紀の産物のうち、比較的新しいものは、その安定空間を段丘というかたちでとる。

段丘とは、段丘面と呼ばれる平坦面と、段丘崖と呼ばれる崖を構成要素とする地形をいうが、

それはまず、面を平坦化する作用によって、つぎにそれを段化させる働きによってつくられる。

この面の平坦化作用、段化作用を支配するものとして、第一義的に流水および海水準があげら

れる。

上記のことから、段丘地形の研究は、その対象が狭小であるとしても、可能な限り広汎な視

野にたつ地質学的手法によらなければ心もとない。この地域を含む北上川中流域の地形学的研

究はかなり以前からなされているが、上記のような理念のもとに行われだしたのは1960年代以

降のことである。

筆者がここに述べる内容は、 1960年代初期から1970年前後にかけておこなった、この地域の

地下地質の研究成果の一部に、最近の研究の成果を加えたものである。

II 地形区分

北上川中流域は、北上山地と奥羽山地の境

界に発達した起伏に富む低湿帯に埋蔵した土

砂によって形成された、扇状地性段丘群の集

合体といえる。そのため、その基盤の頂部が

著しく高かった場所が、ときとして残丘と

なって露出することがある。

この地域の河岸段丘は、第1表のように区

分され、それらは日本の第四系標準地域であ

る南関束地域のそれと、同表のように対比さ

れる。これらの分布を第l図に示す。

第i表 和賀)ii下流域段丘対比表

地成 年尺 

南 開 点 回 章 =i高城 

廿i仕∴町 高 子;i三 野 河Il 上 野 

上 位 世 

後 期 

立 川 は∴占 金′「埴量萱は丘 

武 板 野 最 古ふ 金ヶ読l没丘 

中 期 

i、‾ 末 吉 眉:五 村崎野は 五 

多 華II哉 丘 

囲 根 城∴五 

多 卑∴萱 段 丘 
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ー付 篇一

II萱 地形各説

l 先第四系の残丘

北上市二子町宿の西方の飛勢森、同市飯豊町飯豊森の2箇所に、小規模に分布する。ともに

新第三系中新統下部の稲瀬層からなる。前者の地区では、後述の黒沢尻火山灰に覆われている。

2 段丘

(1)西根段丘 金ヶ崎町の西方、西根地区を模式地とする。和賀川以南においては、和賀

町石曽根から岩崎新田にわたる地区と六原扇状地の南緯沿いに、さらに六原扇状地の東半部を

占める西根地区と六原から相去町にかけて残丘状に分布する。これに対して同川以北では、尻

平川沿岸の脊梁山地束綾部に、また、北上川東岸においては、わずかに江刺市正源寺台東部に

分布するにすぎない。

西根段丘はかなり開析され、段丘面の頂部は、原形を失うまでに侵蝕されている。

この段丘の分布地域である金ヶ崎町西部の台地は、近年著しく開発されてきたが、すべて農

用地であることから自然斜面に沿う土地造成が主となっている。そのため、この段丘堆積物の

露出がきわめて少ない。金ヶ崎町細野の南方女夫坂附近での段丘崖の観察、同町大沢地区の深

井戸資料(第2図(1))によれば、その主体は、約10mに達する大・巨礫大の著しく風化した安

山岩円礫層である。これと同じ風化円礫は、六原適所森や西根工業団地の切割りでも見られる。

花巻市尻平IiI部落および尻平川南岸の脊梁山地東緑に分布する段丘堆積物は、中・大礫を主体

とする砂礫層を主とし、間に砂質粘土層をはさんでいる。

西根段丘の上位には、層厚10mほおよぶ赤褐色火山灰、浮石および火山灰質粘土が重なる(第

2図(2))。中川他(1963)は、北上川中流域の火山灰層を古期のものから一首坂火山灰、前沢火

山灰および黒沢尻火山灰の3層に区分したが、最近の金原(1981)の研究によると、この段丘

の堆積面上は、これらすべての火山灰層におおわれているところが多いという。

(2)村崎野段丘 北上市村崎野地区を模式地とする。和賀川以南の地域では、金ヶ崎町西

方の台地(西根段丘)辺綾部と和賀町法量野一帯および相去町成沢地区に分布する。北上川東

岸地域では、北上市荒屋敷地区から立花、下門岡を経て江刺市十文字台に至る問に飛石状に分

布する。和賀川以北の地域においては、花巻市中壁間から村崎野および小鳥崎にかけて、また、

花巻市大森から成田に至る範囲に連続的に広がる。

六原扇状地の南綾部を流れる黒沢川南岸に分布するこの段丘は、下位面と約20mの比高を保

つ。相去町成沢地区に分布するこの段丘面と下位面との比高は、束綾部において10へ15mであ

る。中笹間から小鳥崎にわたる地域のこの段丘面の下位面との比高も、北上市常盤台附近で約

20mに達する。しかし、一般に北上平野中央に張り出しているこの段丘の段丘崖は、西漸する

につれて漸次比高を減じ、ついに下位の金ヶ崎段丘面と取れんする傾向を示す。
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ー付 篇一

地形面はやや開析されてはいるが、比較的新鮮で、よく原形をとどめている。

各地での露頭の観察および深井戸資料などによると、この段丘構成物の主体は、層厚20-30

mの砂礫層であるが、和賀町宿附近および村崎野一帯では、その上部に層厚2-5 mの白色細

粒火山灰質粘土が重なり、その上面に古土壌および乾裂が発達する。これが、降下火山灰なも

のか二次的堆積物なのか、いまのところ不明である。この段丘構成砂礫層は、中川他(1963)

により飯豊礫層と呼称されているものである。礫は比較的新鮮な大・中円礫からなり、よく分

級・淘太をうけている(第2図(3州4))。

村崎野段丘の堆積面の上位には、黒沢尻火山灰(中川他、 1963)と呼ばれる火山灰層がのる。

同層は、上部の赤褐色火山灰と、下位の浮石(村崎野浮石)とに分けられる。これらのうち村

崎野浮石は肉眼的に数層に区分しうるが、金原(1981)はこれの詳細な重鉱物分析をおこない、

両輝石安山岩質の下部(再定義の村崎野浮石)と、普通輝石安山岩質の上部(山形火山灰、模

式地は胆沢町山形)とに2分した。また、これら各浮石の中部層の等層厚線図を求め、その噴

冨根私血糊笠, 出源を牛形火山(l,340m)としている(第2図(3州4X5))。

金ヶ崎町 金ヶ崎町

大沢地区

村崎野段丘堆積物

(3) (4)

北上在民 村時勤

会館裏 駅付近

堅調
出火

土
製

吠山

[≡∃洋 右

昌仙 十

(5)黒iIi尻火山吹の分布

臨登砂 撰

第2図 段丘堆積物と黒沢尻火山灰の分布
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(3)金ヶ崎I ・ II段丘 金ヶ崎町市街地附近を模式地とする段丘である。この段丘は、北

上川中流域中もっとも広く分布し、面はほとんど開析されていない。北上川中流域の脊梁山地

東縁に頂部をおく扇状地群は、すべてこの段丘に相当する。

この段丘は、北上市街地から和賀町竪月旧にかけてのびる段丘崖により、上下2段に細分さ

れる。下位段丘の分布は、この区域に限定される。この段丘崖の比高は、北上市常盤台附近で

約5mである。また、下位面と河岸平野との比高は、北上市街地一帯で2-3mである。

下位の金ヶ崎I段丘は、和賀川の南北両側において、それぞれ六原扇状地および後藤野扇状

地を形成している。六原・後藤野面扇状地の比高に着目すると、河岸平野に対する前者の比高

は15-20mに達するが、後者のそれは、和賀町横Ii旧地区で10m前後である。一方、六原扇状

地東縁辺の金ヶ崎町三ケ尻地区におけるこの面と河岸平野面との比高は、 10m程度である。ま.

た、夏油川下流域についてみると、岩崎地区で15m前後の比高を有するのに対し、扇状地頂部

の鍋割地区では30mにもおよぶ比高となっている。これらのことがらと、本来、南東方向に流

動すべき夏油川が、北東方向に流れて和賀川と合流している事実とを総合すると、この面の形

成後、和賀川筋を軸とする北側への地盤の傾動がおこり、その結果、 II面が生じたと考えられ

る。このように、 I ・II面の間には本質的な違いはなく、局地的な存在とみられる。

金ヶ崎段丘の構成物は、癌木礫層(中川他, 1963)と呼ばれる礫層である。同層は、 10へ20

mの屈厚を有し、扇状地の末端部では淘太・分級の進んだ新鮮な小・中礫によって構成されて

いるが、頂部に向うにつれて次第に粒径を増し、大・巨礫を多く混えるようになる。この段丘

の堆積面上に、この段丘形成期の火山灰はのらない。

(4)河岸平野 主として北上・和賀両川沿いに分布する、沖積世に形成された平坦面で、

水平的に氾濫原に移行する。この面に散在する集落は、ほとんどこの時期の砂標を主体とする

自然堤防上に形成されており、周辺の面より1→2m高い。和賀川と北上I=との合流点の北側

には、厚さ10m余の高含水腐植土層からなる後背湿地が形成されており、いわゆる軟弱地盆地

帯となっている。

これまで、金ヶ崎段丘以降の堆積物中には、火山灰層がないとみられていた。ところが1970

年代後半にはいり、北上川流域の各地で詳細な遺跡調査が進められてきた結果、沖積世の腐植

土中に厚さ2へ3cmの白色細粒火山灰が分布していることが確認されるに至った。これは1000

A.D.頃の十和田火山の噴出物で、十和田aテフラと呼ばれているものである(大池; 1972,町

田・新井・森脇:1981)。

IⅤ 地形発達史

上記の各段丘の分布上の特徴を指摘すると、西根段丘面は東西方向で傾斜が急であるが、南
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部から北部に向かうにつれて、分布面積が少くなる。村崎野段丘は比較的緩傾斜で、東側で広

がる面も西方に向かうにつれて次第に狭くなると同時に比高を減じ、やがて下位の金ヶ崎段丘

と取れんする。金ヶ崎段丘は面の傾斜がもっとも急で、下位の村崎野・西根両段丘の侵食谷を

広くおおい、かつ、これら分布域の奥地、さらに脊梁山地内部までくい込んだ分布形態を示す。

世界的にみると、約70万年前に始まる第四紀中期初頭は、第三結末から続いてきた海面上昇

が止み、海面の低下が始まって最初の段丘の形成が始まった時期に相当する。それが中期末に

近づくにつれ、地球は再び暖化しだして著しい海面上昇がおこった。その結果、この時期に形

成された段丘面は、著しく緩傾斜となっている。約10万年前に始まる第四紀後期になると、気

候は再び寒冷化して海面低下がおこり、約1万8千年前にはその極に達した。この時期の海面

低下は氷期を通じて最大のもので、現海面下120へ180mに達する。したがって、この時期の段

丘面の広がりももっとも大きく、かつ、傾斜も急である。沖積世になると、海面は再び上昇し、

現在より少し高い水準に遷した後、また後退して現在の海水準面となった。

この地域の4段の河岸段丘は、この第四紀中期以降の世界的な海水準変動に対して形成され

た、各地域の段丘地形のそれと、よくその特性が共通している。この地域の第四系ならびに地

形も、上述の第四紀地史に沿うことはいうまでもない。
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東北地方における奈良̃平安時代遺跡
埋土中の粉状パミスについて

井上克弘・山田一郎

I はじめに

青森県、秋田県、岩手県および宮城県における奈良一平安時代の遺跡埋土中にはしばしば灰

白色のシルト質火山灰が見出される。草間(1965)は二戸市堀野において奈良一平安時代の竪

穴式住居址埋土中に灰白色土壌を発見し、これが十和田火山起源の火山灰である可能性を指摘

した。その後、大池(1972)は十和田火山の完新世テフラの層序、分布および編年に関する研

究に基づいて、堀野遺跡埋土中の灰白色火山灰が十和田a降下火山灰であることを明らかにし

た。それ以来、東北地方各地で奈良一平安時代の古墳周睦、遺跡埋土中に類似の火山灰が発見

され、現在青森県下では十和田a降下火山灰、岩手県下では粉状パミス、また宮城県下では灰

白色火山灰として考古学関係者の間で呼ばれている。

このたび岩手県教育委員会より盛岡市大田方八丁遺跡、江釣子村猪谷地遺跡および下谷地B

遺跡埋土中より採集された粉状パミスについて分析を依頼される機会を得た。そこで本報告書

では今回分析を依頼された試料を含め、これまで岩手県内の遺跡壇上、黒ボク土壌および泥炭

地から採集された粉状パミスの粒径組成、化学組成、一次鉱物組成、火山ガラスの形態組成お

よび強磁性鉱物の化学組成を明らかにしたのでこれらをまとめて報告する。なお、比較のため

山田・庄子(1981)が行なった宮城県下の遺跡、黒ボク土壌および泥炭地より採集された灰白

色火山灰についての分析値の一部を引用した。また青森県南部より採集した十和田a降下火山

灰、烏海山の黒ボク土壌中より採集した粉状パミス類似火山灰、山形県一宮城県に分布する約

1000-2000年前の肘折火山灰および田老町保養年金基地遺跡(周辺に縄文後期遺構有り)埋土

中に見出された粉状パミス類似火山灰についても分析を行った。

II 粉状パミスの存在が確認されている岩手県下の遺跡と粉状パミスの種類

最近、東北新幹線および東北縦貫自動車道関連の工事が岩手県下をはじめ各地で実施された

ため、それに伴って多数の遺跡が発掘された。これまで報告された遺跡発掘調査報告書や現地

説明会資料などによれば、埋土中に粉状パミスの存在が確認された岩手県における古墳、遺跡

は第1表および第1図の通りである。今後遺跡の発掘が進めばこの数はさらに増えるであろう。

瀬川(1978)は岩手県における縄文時代以降の遺跡と火山灰の関係について詳細にまとめて

いる。これによると岩手県における奈良→平安時代の遺跡埋土中に存在する粉状パミスは次の

ように整理されている。
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第I表 岩手県において埋土中に粉状パミスが見出された遺跡

追 跡 所 在 地 時 期 
争存らのは分による* テフラの神頬 

文 献 

上田面 二戸吊金田一宇上平 奈良一半安 I 両 

長潮C 二手i打方 圭子告:長瀞 寮良一中世 量 申 

上里 二戸占有切所宇上里 縄文前期一幸宏 I 三二二 

沢内B 二戸市イ 宮告:家のし二 縄文年期一中世 量 (21) 

太く 則 二戸正信切所’巨古山 縄文晩期一弥生初弧 I 半i 

堀野 二戸肩堀野 縄文後期一幸安 I 寸言 

川向I‖ Iい子鞘Iし戸村大工・吊事保内 縄‾丸晩期一幸宏 I (洲 

君成田Ⅳ Iし手刷講習用「辛苦成田 縄文後期一奈良 I 融I=氏(私信) 

北館.▲ 二戸郡一戸町北館 縄文早期一幸安 I (同 

北館B 二戸郁葛臆・I凋十・戸宰北館 縄文早期一幸安 I 占\ 

上野D 二「凋;一戸町子一戸子上野 縄文一幸宏 I 情I 

間中3 二手団子∵戸町岩館子出国】 縄文後期一幸宏、中世以降 I 旧) 

田中4 二戸郁一I拍手岩館’古土」中 縄文前期一幸安 I 旧) 

子守.▲ ∴戸部一手凋「岩館子子守 縄文前期一半安 暮 同 

乱‡子11 ∴戸部安値町荒野 純友中期 II 融I=氏I有生。;) 

扉・士iHII ∴「潮;安I(町子舟欄 縄文一半安 II (籾 

深上浩 二戸郡安仕町 II (川 

天台、串亦 二戸郁浄法寺町 II :=\ 

長者屋敷 岩手耶松尾村天子松叱 縄文前期一幸宏 II 子中 

即駄 岩手郡松尾村)ヾ子草津夫 縄文半期一幸安 【萱 焼I 

II回と堤・今松 岩手鞘岩手町浮出 

奈良一半宏 純真後期一時期(,音 

II :二子 

松 甲 岩手航耶艮町大更 II 言い 

硝石 岩手鞘西根町、阜笠 II 蔦2( 

金時 岩手仲 川」村野暦 奈良一半安 II 言上 

木肱川 岩手骨 沢村夫子滝沢 縄文半期-晩期 II 佃 

根城叛 岩手常 沢村大’自演l: 縄文廿朝一幸宏 II (川 

厨 闘斑定規 i雷同〇五I I)し年〇・丁【I 縄文一幸宏 I暮 言い 

面Iし年I 塵 珂「古手 Iし年二十日 縄文i十一中間色,l期 I暮 部) 

人用I)つ\十上品皮城跡l 幕間同子大間 幸宏 II 咽、13」音音 

蝦夷証古机 盤 吊 二人用 奈良 II 言子 

相)本当 虚 「吊) i本当 II 帖) 

津」一冊 

碧 曇 磐 等 曇 

’郡部南村夫’占l星川I 

幸宏I`〉 

II (州 

楊沢(B) ’間者 国母 II 用I 

白星 ー屈与 点I岬「i’i星 親友i上期一半安 II (.用 

ー一本松 ’粧与 川i町l用人 純友一半安 II (用 

帝の上Il! 没郡特撮町二日町 幸宏中川」 II :十i 

線状 二両醸沢 奈良一章安 l I宕彊爪 音釆!、信l 

相去 二両 i去町)しi捕常子 純友=好期-11町足柄半 I 
5) 

西野 工五 i去i町出札蘭・ 1岬上記後半-11世事同所半 l (2用 

卵ノ木 ・互-’ 剛町卵ノ木 幸宏 I 中音 

尻 引 ・証 子町尻引 奈良一幸安 1 用言 

ト合肥 f“用言 .釣十村下合肥 幸宏 I 葛飾 

猫合肥 員耶了 毒口’十手縮合地 縄文後期一半宏 I I課l 

江釣子追跡飾 員用言 到子村 奈良一幸宏 l 周) 

長 沼i阜jiし 員常【j 出田J上古11 古層己後半-京町紀後半 I I沖 

上 餅周上 品柄金ヶ時間「 奈良 I 仕1) 

年 り Ii 幸 討也 巧曲事 」 

出直 幸宏 l I川 

浩正郎 l 奈良一半安 l 新川氏 私信l 

法事 詰河ノ申し出 親友一半安 I 工\ 

浩正字「 i休閑子宮同年 幸宏 I 部) 

ト ン 1 古口11 己五㌦ 

一閃吊 言出l工 ll〉帰し仕 Ⅳ l捕 

一一聞直 親友晩期一弥生 Ⅳ 証同氏l私信) 

*1 ;上組十i種降上り口I申くl上fl、仕口互ノ、こて =I‖i用・I、=吠IV+人"色I\吊l映
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(a)岩手県北部 十和田a降下火山灰

(b)岩手県北西部 松尾火山灰

(C)岩手県中央部 盛岡火山灰

(d)岩手県南部 胆沢火山灰

二戸市堀野遺跡

二戸バイパス関連各遺跡

安代町深土沢遺跡

浄法寺町天台寺跡

松尾村長者屋敷遺跡、野駄遺跡

西根町崩石遺跡

盛岡市大田方八丁遺跡、柿木平遺跡

盛岡市上太田蝦夷森古墳

都南村湯沢遺跡

北上市尻引遺跡、相去遺跡

和賀町長沼古墳

金ヶ崎町上餅田遺跡

水沢市胆沢城跡、神谷地遺跡

前述の通り、類似の火山灰は宮城県下でも御駒堂、宮沢、西手取、域生、原前南、佐内屋敷、

多賀城跡、陸奥国分寺跡など各遺跡埋土中でも確認されており、 「灰白色火山灰」と呼ばれてい

る(白鳥、 1980、山田・庄子、 1980、 1981)。また秋田県には十和田火山起源の毛馬内浮石流堆

積物(大湯浮石層)が米代川流域に分布し、大湯環状列石付近の竪穴、鹿角市の烏野遺跡、源

田平遺跡、菩提野遺跡および離巣町のくるみ館遺跡を覆っている。現在、毛馬内浮石流は十和

田a降下火山灰と同時期の火砕流堆積物であることが明らかにされている(大池、 1974、富樫、

1978)。

青森県一宮城県にかけて広範に分布するこれら火山灰はいずれも灰白色、シルト質で、噴出

年代も極めて類似し、 14c年代、出土遺物より奈良一平安時代の火山噴出物であると推定されて

いる(大池、 1972、瀬川、 1978、井上、 1980、白鳥、 1980、山田・庄子、 1980、 1981)。

最近町田ら(1981)は東北地方北部には奈良一平安時代に2種類の広域テフラが分布してい

ることを報告した。すなわちその一つは朝鮮の白頭山から日本海を渡って降灰したもので青森

県一北海道南部に分布し、発見地の名をとり「苫小牧火山灰(Tm)」と命名された。他の一つ

は「十和田a降下火山灰(To-a)」で、大池(1972)による十和田a降下火山灰の分布域を大巾

に修正し、青森県から福島県南部にまで分布し、東北地方を覆う広域テフラであると考えた。

一方、井上(1980)、 Inoue and Yoshida (1980),山田・庄子(1980、 1981)は岩手県北西

部一中部に分布する粉状パミスが秋田焼山起源、また宮城県に分布する灰白色火山灰が潟沼あ

るいは栗駒山起源の火山灰であると推定している。

このように東北地方に広く認められる粉状パミスの起源については意見の対立が見られる。
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すなわち、東北地方の遺跡埋土中に見出される粉状パミスが単一起源の火山灰であるか、多起

源の火山灰であるかによって噴出時期が異なってくる。したがって、奈良→平安時代の考古学

編年を論じる上で基準層としての粉状パミスの取扱いには注意する必要がある。

量II 試料および分析方法

(1)粉状パミス:岩手県および宮城県の縄文時代一平安時代の遺跡、古墳周陸培土および東

北地方各地の黒ボク土壌、泥炭地より採集した49点の粉状パミスを供試した(第1図、第2表)。

第2表 粉状パミスの採集地点

採 集 地 章

上田血道跡住居肌理土
長瀞C達跡54Fl彊剖:壇上

脅威帥Ⅳ達跡」51I頼昌仙肥土 細粒都
II 祖母部

高森県上北郡上利用町立桂山 黒ボク士Å
′′ 黒ポク土B

高森県二手潮柚子町I=向 黒ボク上

古森県三戸郡新郷村二ノ合∴黒ポク上
帯野II追跡 EII臆15附し実状遊鮒

I.高削II追跡∴表土直下
′′ 平安時代住居批∴はり昧中

大川方八十追跡 大間跡埋上
′′

中間7了) Sj7」1即片肌陸上

白星追跡 占用刷寝間埋上
杉の日暮I追跡l埴油.理工

岩手榔西根町人要 点ホク上

二戸郡安代印八幡、i川!上付近 黒ボク上

告手相置i“町孔項山村近 黒点ク上

盛岡両天:昇一中即即l神 黒ホク上

告手柄松i封、欄J在所湿原∴柁校地

西野追跡l軌判明iふ上

胆(/持曜本 DI:;肇 C直SD19() (第7柄)

′ DIS鵠 胃似二SDl期)音弟了郎)

′ 田辺外郭線∴SDO4(〉大間跡 DIS芸Z∴さD周り

’′ ′′

′′ l鉦1母 DIS20 SDO18

′′ ′′ l′ ′′ S暮)018東南上根

下谷地B追跡 造物包含屑

箱?討向上雄か∴Nl’告 Dd2住居用川上

胆(I割」金川坤J焼有高l弓近(天竺山l黒ホク上

合起点追跡 第」層上面ロク口上帥綱引1朝i上

宮城県葉i旧作圭相姫田川出 御駒′昔追跡母上

臆--聞直煩I=淀川十近 黒ポク上A
′′ 黒ボク 上B

宮城県巨竜l帥弓子町=i寝 黒ホク上

宮城県上造鮎浩i川刑中年臆 黒ポク上

1上川井と吃花沢正長根中 黒ホク上

宮城県l即実相中野川即薬葉山 黒ホク 上

欲1用,団即持直基板高時j煩I=温泉付近 ヨシ混/対也
′I ワタスケ混炭地
′′ ウカミウマコケ混炭地

口紺帰陣】名田」保養年金基地遺跡地上

用彫県飽海粧時短1」鳥海聞そは 黒ボク上
′′ し五二拙 黒木ク上

古広州∵十川吊組側村∴′合 黒ポク上

古琉県二手朝川i子町 黒ボク上

二戸吊.i用「間こ 黒ボク上

水浩「両手言古日用聞く城跡壇上

北上吊∴竜跡名不詳∴堅実川上
宮城県多員球面、計ら多員城跡 混実地
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(2)粒径組成:遺跡埋土(19点)、黒ボク土壌(13点)および泥炭地(1点)の粉状パミスを

6 % H2O2で有機分解後、よく水洗した。ついで超音波処理(20KHz、 150w、 10分間)後、 PH4.

0で分散させ、節とピペット法により、粘土(〈0.002皿〉)、シルト(0,002へ0.02皿)、綱砂(0.

02̃0,2Ⅲ)および粗砂(0.2へ2皿)画分に分画・定量した。粒径組成は無機成分中の重量百

分率で表示した。

(3)一次鉱物組成

粉状パミス(29点)中の有機物をH2O2で分解し、水洗後、 dithionite-Citrate処理により遊

離の鉄三、二酸化物を除去した。超音波処理後、節別し、 0.1へ0.2蘭画分を得た。本画分をテ

トラプロモホルム重液(s.g. 2.96)で軽鉱物画分と重鉱物画分に分画した。重鉱物画分について

はその一部をカナダバルサム中に封じ込み、偏光顕微鏡下で重鉱物の種類を鑑定した。また重

鉱物画分についても同様に偏光顕微鏡により軽鉱物の種類を鑑定し、さらに火山ガラスについ

ては屈折率の測定と形態による区分を行った。

(4)強磁性鉱物の化学組成

粉状パミスより棒状磁石で分離精製した強磁性鉱物をメノウ乳鉢中で粉砕し、水中での選別

により精製した。本操作は数回繰り返した。精製した強磁性鉱物100唯を王水-フツ化水素酸で

分解し、分解液について全-Fe、 Ti、 Mn、 VおよびZnを定量した。全-FeはO鵜フェナ

ントロリン法、 Tiはタイロン法、 VはBPA法によりそれぞれ比色定量した。またMnとZn

については原子吸光法によりそれぞれ定量した(庄子ら、 1974、 Shojietal.、 1975)。

IⅤ 結果および考案

(1)粉状パミスの粒径組成

粉状パミスの無機成分中の粒径組成および土性を第3表に示した。粉状パミスの粒径組成と

土性は一様でなく、地域によって明らかに異なっている。青森県南部一岩手県北部の十和田a

降下火山灰と考えられるもの(No.1-7)は綱砂†シルト画分が主体で中粒質である。土性は

壌質砂上一シルト質壌土である。岩手県北西部一中部の粉状パミス〔No9へ20、瀬川(1978)

の松尾火山灰、盛岡火山灰に相当する〕は中粒一粒粒質で、土性は砂質壌土一埴壌土である。

特に八幡平頂上(No,17)、御在所湿原(No20)および西根町大更(M.16)の粉状パミスは粗粒質

で粗砂含量は約41̃66%と極めて高い。これは八幡平付近の粉状パミスが十和田よりももっと

近い所に噴出源があることを示唆している。また八幡平一大更を結ぶ線よりも北部にある安代

町や南部にある盛岡市、矢巾町付近のものはより中粒質となっている。さらに岩手県南部一宮

城県の粉状パミス〔No2l̃35、瀬月i (1978)の胆沢火山灰および宮城県下の灰白色火山灰に相

当する〕は粗砂含量が極めて少なく、細粒質で土性は壌土へシルト質壌土である。
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第3表 粉状パミスの粒径組成

No臆 

親し め′ 細l 寄与 シIしト 札“ 上 

2・-0.2mm 上 性事 
ln六㌧ 仁 ∴ (e乞.) 丁子∴\ 

1 19.2 」i∴:† 36言う 3.3 」 
2 2.8 25-i 62.7 8.2 Siし 
3 7.3 37.6 48,6 6.5 Si」 
4 33.`1 55.1 10.2 1.2 」S 
5 26.7 ま5.2 24.5 こう.6 S」 
6 13言う 44.1 35.7 6.9 」 
7 29.5 39.9 24_亀 5.2 Sし 

9 26.2 45.7 26.8 1.4 S」 
10 31.6 42.9 31.6 こう、9 S」 
11 22.9 こう7.4 31.6 8.1 し 
12 17∴) 41.l 36言う 4.7 上 
重3 12.6 一書2,6 37.7 7、1 上 
14 12、9 44.2 34.0 8.9 し 
15 10、7 29.1 43.0 16.9 Cし 
16 4(主8 3().3 15.7 1:う.2 Sし_ 

17 65.8 15.6 15.4 3.2 S」 
1絡 33.2 il:之.7 21.0 3.0 S」 
19 16.6 49∴‡ 26.8 ア言う S萱」 

20 45.8 3().京 22言う 1.1 Sし 

2l 1.3 5:ら5 36∴) 8.3 上 
22 くら1 2京.4 (う6言う 5.2 SiL 
2il 0∴き 47.6 ー!ヱ∴〕 8∴9 十 
芝7 寸音∴9 5:う言う 3.1.2 了、6 上 
28 2.4 51.6 こう4言う 11.7 十一 

29 0.1 58.7 こう了.5 こ書∴7 し。 

30 :i.4 :う′事.ア 4絡.5 1:〕一書 Si」 
31 い 41 一点) †い S=. 

3、う 34 (主2 0 ・書、).4 41.0 ー!8‥) 寸9、2 ).() 6言う Sll」 Si」 

35 (上il しIt)言う ふ3.9 6∴う 」 

41 1言う 3くら∴) 48.種 1く:1 Si」 

.ま2 い ∴1当∴ト しま7、8 ∴∴1 Siし 

43 2::∴() 3!■上`書 之:う、5 1(う.2 Cし 

富国膝上壌写生法言しS; t興質砂上 Sし;砂質抜上 L:損上 SIL: ,′し卜碑農工 C L;垣竣工

前述の通り、町田ら(1981)は東北地方の粉状パミスがすべて十和田a降下火山灰に相当す

ると考えた。そして噴出源である十和田から主に南の方向に分布し、南方向に向って平均最大

粒径を減少させ、約300血離れた福島県飯豊山まで分布すると述べている。もし粉状パミスが十

和田火山起源の広域テフラであり、大部分が東方に分布したと仮定するならば粉状パミスの南

限は福島県付近にあるので、その北限は北海道札幌付近にあると推定される。しかし、Machida

(1980)、町田ら(1981)によれば十和田a降下火山灰は噴出源の南側にのみ広域に分布してい

る。一般にわが国は強い風系下にあり、卓越風向は西風であるため、火山灰は噴出源の東側に

分布する場合が多い。したがって火山灰分布の主軸が南方向にある降灰域はわが国上空の卓越

風向に一致していない。

さらに、粉状パミスがすべて十和田起源と考えた場合、火山灰は噴火後分級作用を受けるた

め南に向って細粒質となるはずである。しかし、第3表に示したように、博16、 17および20の

ように岩手県北西部一中部には十和田付近の粉状パミスよりも粗粒質のものがしばしば確認さ

れる。また岩手県南部では急激に火山灰の粒径が小さくなっている。したがって、粒径組成と

土性から粉状パミスは少くとも①青森県北部一岩手県北部、 ②岩手県西部一中部および③岩手

県南部一宮城県の3つに区分される。

また石鳥谷町一花巻市にかけての遺跡埋土中には粉状パミスが確認されない(瀬川、私信)

という考古学上の観察は粉状パミスの起源を考える上で重要な指摘であると考えられる。この

ように粉状パミスが単一起源でなく、多起源火山灰であると考えることは黒ボク土壌および泥
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炭地中の粉状パミスの層厚変化など層位学的な調査結果とも一致している。

(2)粉状パミスの一次鉱物組成と火山ガラスの形態組成

第4表に29点の粉状パミスの一次鉱物組成と火山ガラスの形態組成および屈折率を示した。

粉状パミスの重鉱物含量は地域ごとに異なっており、青森県南部一岩手県北部(No.1へ8、 *

1-3)ではlへ5% (平均3.6%)、岩手県北西部一中部(No9→19)では8へ41% (平均20.

1%)、北上市一水沢市付近(‰2lへ29、 *4-5)では5→8% (平均7.0%)、一関市→宮城

県(博30へ33、* 6)ではl -6%(平均2.8%)であった。山形県一宮城県に分布する約l,000→2,

000年前の肘折火山灰(No.36-37)は重鉱物含量がやゝ高い。なお、田老町保養年金基地遺跡の

もの(No41)は重鉱物含量と一次鉱物組成が岩手県北部一中部の火山灰に類似している。また

烏海山のもの(No42)は上記のいずれの火山灰とも一致しない。

重鉱物組成は全試料ともシソ輝石が主体であり、次いで強磁性鉱物、普通輝石が多い。特に

肘折火山灰は普通角閃石が多く、他の粉状パミスと性格が著しく異なっている。‾肘折火山灰以

外の粉状パミスは少量の普通角閃石を含むものがあるが、これらは試料採集の際、粉状パミス

に混入した他の火山灰に由来するものと考えられる。

軽鉱物組成はすべての試料で火山ガラスが大多数を占め、次いで斜長石が多い。いずれの試

料についても石英の含量は極めて少ない。したがって粉状パミスは重鉱物がかなり少ないガラ

ス質の火山灰である。

粉状パミスの火山ガラスの形態はカスプ(cusp)型、繊維状(fibrous)型、平板状(platy)

型、ベリー(berry)型の4種類が認められた。山田・庄子(1981)にしたがい、カブス型は無

色で鋭角な多数の角をもつものであり、気胞のないものをA弛、少ないものをB型、多いもの

をC利とした。繊維状型はあたかも繊維が束状になったように見えるものである。平板状型は

無色で平板状のものであり、カスプ判や繊維状型よりも厚みがある。ベリー型は茶褐色から黒

褐色であり、多数の晶子を有し顆粒状である。

粉状パミスの火山ガラスの形態は地域別に少しずつ異なっている。すなれち青森県南部一岩

手県北部のものは乎板状のものがやゝ多く、岩手県北西部一中部のものではペソ」型が多い。

また岩手県南部一宮城県に分布するものではカスプ型がやゝ多い。

これらの火山ガラスの屈折率は一部しか測定されていないが、いずれも1.488→1.509で狭い

範囲にある。町田ら(1981)は東北地方の粉状バミスが同一起源、同一時期の噴出物であり、

これが十和田a降下火山灰に相当する根拠の一つとして火山ガラスの屈折率が互いに類似して

いる点を挙げている。しかし、第4表に示したように重鉱物含量、火山」ガラスの形態組成から

東北地方の遺跡埋土中の粉状′くミスは粒径組成の場合と同様に少なくとも3つに区別出来るこ

とを示唆している。

450
-



二
左
二
へ
三
一
.
二

二
‥
糾

一
∵
ノ
\
∵
≡
曇
二
言
-
ヾ
ト
へ
・
二
二
ソ
二
\
三
\
「
、
∵
‥
へ
∵
く
=
三
三
三
〇

月
∴
∴
二

十
三
ノ
二
二
、
、
㌧
モ
ノ
へ
.
‥
「
青
嶋

へ
へ

や
三
ノ
へ
.
重
ン

ノ
ニ
ー
.
\
フ
一
二
二
‥
・
三

二
三
三
.
三
/
∴
二
言
二
一
二
・
三
∴
三
三
三
号
工

三
一
三
一
三
三
二
-

二

」
二
三
二
-
三
/

)
二
二
二
、
。
二
二
二
青
嶋

二千 為 ・持 

●葛、 

モ 

一 

三 ・▲“▼- 

二子

二 子三宅 し二 置 

- 

÷ 
二 子仁 子 ∴ 

卜 
ーiiし二 子三 

I や、 

こら

“‾(- ニー 

÷’ 

憲 二 まう 

.●● 

ヽ〕一 一・「 ト 一・一 一
↑」 二、1二二 〇三 し三 三)了二 二∵

- しこ∴二〇 二、二
〇 

γ 

ン. 

ヽ) 卜′ l《\ 

亨“ 

や、 

ー 

一一二〇一一 二i二〇 号∴工 

●∴一 

軸‡t 男 尊 甘 い 

二)1_
‾ 一 二i÷i」C 二二

〇一
(- ニ 葛、i二 二 二 二l二 

二つ

賀、∨′

’‾ 喜 二つ
‾ ‾

した
‾

ニl 白 子 ‾
二二

‾ 

ミニ三三\ 
一 

二二一 ‾二 

し、 

モー了でI三 

ー 

簾・ 

二二二 
S 

三二 >
÷〕 

嶋 くさ‾‾‾ 

こ〔 

」C 

「-:二 

(- 

ン寒 ‾I 

二) > 

ー 

.し二〇 一三音二〕 

主、 
÷子音、▼ 

÷I 

ー 

二∠ ニーこ 

ー 

青 
工‾ 

曽 三三 、ヽ /\ .し三- 

二】 

○○ヾ-J .喜一- ÷_、 〇二・ 

.)_ヽ_ ∵: 

∴三 三 

」 

葛、 ∴ 1∵ 

ー 
i:‾ 

∴ _-仁-_エ ー「音r∴∴∴一.= 工-し二一一 二・ 一‾工上二・ 二一言∴=∴ニ∴∴∴こし- -ニー 

甘 党 骨
- ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾

・!尊∴英
-!l ・そ 

一一
451 -

鞘
淫
S
K
小
玉
う
そ
刃
埴
忠
泰
娯
永
I
S
言
い
値
て
良
妻
淀
∴
砂
皿
寸
把



ー付 篇-

(3)強磁性鉱物の化学組成による岩質と噴出源の判定

42点の試料より分離・精製した強磁性鉱物の化学組成を第5表に示した。強磁性鉱物の全Fe

含量は約45へ62%、 Tiは約6へ15%であり、いずれもよく精製されている。ただ泥炭中の粉状

パミス(NQ38へ40)から分離された強磁性鉱物は全Fe含量がやゝ低くなり、逆にTi含量が

他のものに比較して高くなる傾向がある。この傾向は江釣子村の下谷地遺跡(蝿27)のように

湿地から得られた試料についても同様な傾向が認められる。これは泥炭地や湿地のような還元

的条件が強磁性鉱物の化学組成に影響を及ぼしたものと考えられる。

第5表 粉状パミスより分離・精製した強磁性鉱物の化学組成

N(I. 

ト’e Ti Mn 
I 

Zn 
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泥炭地、湿地からの試料を除くと強磁性鉱物中の微量成分はMnが0.402-0.583%、 Ⅴが0,

090→0.253%、 Znが900-1,368ppmである。一般的な傾向としてFe含量とTi含量および

V含量とZn含量の間には反比例の関係が認められている。またMnについてみると岩手県田

老町の保養年金基地遺跡埋土中の火山灰(博41)と鳥海山から得られた火山灰(蝿42、 43)で

はMn含量が0・402-0・451%であり、その他の粉状パミスの皿含量に比べて明らかに低い。

したがって前述の通り、これら試料のうち博41とNo42は粒径組成や一次鉱物組成が粉状パミス

にきわめて類似しているが、いわゆる粉状パミスとは異なっている。

a.強磁性鉱物の∨一Znベルトと粉状パミスの岩質の関係

庄子ら(1974). Shojietal. (1975)は日本各地から採集した多数の新鮮な火山灰中に含まれ

る強磁性鉱物の化学分析を行い、強磁性鉱物中の微量成分と噴出源の起源、噴出物の化学的性

質との関係を検討した。この結果強磁性鉱物の微量成分であるⅤとZn含量が火山灰の岩質と

密接な関係にあることを明らかにし、第2図に示すような強磁性鉱物のV (%)/Fe+Ti (%)

-Zn (%)/Fe+Ti (%)とケイ酸含量による火山灰の化学的分類との関係(V-Znベルト)

を示した。

粉状パミスから分離した強磁性鉱物のV (%)/Fe+Ti (%)とZn (%)/Fe+Ti (%)は第

2図のようにV葛Znベルト上にプロットされる。これによれば粉成パミスの岩質は石英安山岩

一流紋岩である。第2図から明らかなように、全体的にみるとまとまりがなく広い範囲にプロッ

トされているが、これを地域別にまとめてみると4つのグループに区分され岩質も少しずつ異

なっている。

第6表に粉状パミスの化学組成を示した。ここでNo31とNo34の分析値は山田・庄子(1981)

より、賄14、 15、 21の分析値は岩手県教育委員会・日本国有鉄道盛岡工事局(1980)の調査報

告書より引用した。いずれの化学成分も非常に類似しており特にケイ酸含量が高い。 950oC基準

に換算するとSiO2含量は約67へ73%となり、石英安山岩一流紋岩質であり、強磁性鉱物の化学

組成から推定した岩質とはゞ一致する。

第6表 粉状パ ミ ス の化学組成
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同国百百
Zn(%)/Fe+Ti(%)

/

4
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(×103)

’Vげろ)/Fe十Ti(タ。)

第2図 強磁性鉱物の∨-Znベルトと粉状パミスの岩質の関係

R;流紋岩 D;石英安山岩 A;安山岩 BA:玄武岩質安山岩

士 十和田a降下火山吠II;秋即焼山ハミス 町 胆沢火山灰 Ⅳ;灰白色火山尿

V;肘折火山味 Ⅵ;泥炭中のr扉’I色火山吠および湿地中の胆沢火山尿

国中の番引ま試料番号
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b.強磁性鉱物の化学組成と粉状パミスの噴出源の関係

庄子ら(1974)は強磁性鉱物のV (%)/Fe (%)とZn (%)/Ti (%)の間には負の相関が

あり、同一起源のテフラは互いにまとまりが良く、噴出源、噴出時期ごとに区分されることを

明らかにした。そこで第5表に示した結果についてV/Fe鵜Zn/Tiの関係を第3図に示した。

回国冒冒
V/Fe (×104)

43、△

50 70 90 110 130 150 170 190

Zn//Ti ( ×1し)当

第3図 強磁性鉱物の∨(%)/Fe(%)-Zn(%)/Tl(%)と粉状パミスの噴出源の関係

凡例は第2図と同じ

岩質の場合と同様に全体的に見るとまとまりがない。これは粉状パミスが同一起源、同一時期

のテフラではないことを示唆している。しかし、肘折火山灰、泥炭地および湿地中の粉状パミ

スを除くと、粉状パミスは地域別にまとまりが良く、 4つのグループに区分される。すなわち、

( I )青森県南部一岩手県北部、 (II)岩手県北西部一中部、 (III)北上市一水沢市付近および

(IV)一関市一宮城県の4グループであり、それぞれ(I)十和田a降下火山灰、 (II)秋田焼

山パミス、 (重量l)胆沢火山灰および(暮V)灰白色火山灰の分布域に対応している。このことは粉

状パミスがすべて十和田火山起源の単一テフラでなく、多起源テフラであることを示唆してい

る。

以上の結果より、東北地方の粉状パミスは第1図に示したように分布し、 3つの起源、 4噴

出時期に区分されると考えられる。すなわち、十和田火山起源の十和田a降下火山灰(To臆a)、
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秋田焼山火山起源の秋田焼山パミス(AYP),栗駒火山起源の胆沢火山灰(IsA)および灰白色

火山灰(WA)である。

なお、瀬川(1978)は岩手県北西部一中部の粉状パミスを「松尾火山灰」、 「盛岡火山灰」に

医分しているが、両者は同一起源、同一時期のテフラであり、 AY量,に相当している。また胆沢

火山灰と灰白色火山灰は粒径組成、一次鉱物組成などが極めて類似しているので同一火山灰の

可能性もあるが、 V/Fe臆Zn/Tiの関係図で明確に区分されるため区別した。栗駒山が短時日

のうちに2回の噴火を起こし2方向に降灰させたことも考えられる。

(4)粉状パミスの噴出年代

粉状パミスの噴出年代として次のように推定されている。

a.十和田a降下火山灰: 14c年代について本火山灰の直上と直下の泥炭についてl,450±

100年、 2,170±80年B. P.が、また本火山灰とほぼ同属位と考えられる毛馬内浮石流堆秋物中

の炭化物についてl.280±90年B.P.が得られている。また草間(1965)によれば本火山灰が二

戸市堀野遺跡の竪穴住居址埋土中に認められることから、大池(1972)は平安時代中期一末期

(A.D.1000年前後)の噴出物と推定した。

瀬川(1978)は遺跡の年代、出土遺物より7世紀へ8世紀末の噴出物であろうと推定してい

る。また鈴木(1981)は扶桑略記の記録に基づき、十和田a降下火山灰の噴出年代を延喜15年

(A.D.915)と考えている。

b.秋田焼山パミス:本火山灰直下の泥岩について1,480±100年B.P.の一4c年代が得られ

ている。また本火山灰は盛岡市太田の志波城(A.D.803)の外郭大群跡を覆い、また仙北郡史

の記録(村山、 1978)によれば秋田焼山付近ではA.D.807年に大噴火があり、火山灰分布の記

載が秋田焼山パミスの分布に似ていることから、井上(198のはA.D.800年頃の噴出物である

と推定した。

瀬川(1978)は遺跡の年代と出土遺物との関係より盛岡火山灰は9世紀後半、松尾火山灰は

10世紀初頭の噴出物であると推定した。

C.胆沢火山灰:本火山灰は胆沢城(A.D.802年)跡を覆っている。瀬川(1978)は岩手県

南部の遺跡の年代、出土遺物と胆沢火山灰との関係より、本火山灰の降灰年代を9世紀初頭一9

世紀後半であると推定した。

d.灰白色火山灰:灰白色火山灰直下の泥炭より得られた14c年代はl.170±80年B.P.であ

る(山田・庄子、 1981)。また宮城県内の遺跡から推定される年代は本火山灰が多賀城遺跡にお

いて、 A.D.780年の伊治公砦麻昌の乱で炎上した多賀城の焼土を損うこと、陸奥国分寺のA.

D.934年の落雷による七重塔が焼失した時の廃土の下に認められることから、山田・庄子(1981)

は本火山I火の噴出年代をA.D.800̃900年ごろ、また白鳥(1980)は10世紀前半頃を推定した。
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以上より十和田a降下火山灰は10世紀初頭一11世紀初頭、秋田焼山パミスは9世紀初頭へ10

世紀初頭、胆沢火山灰と灰白色火山灰は9世紀初頭一9世紀後半に降灰したと推定される。こ

のようにはゞ同一時期に岩質の類似したテフラが十和田、秋田焼山、栗駒山から噴出したこと

は火山活動の面からも非常に興味がもたれる現象である。

V まとめ

東北地方における奈良一平安時代の遺跡や古墳周陸埋土中にしばしば灰白色でシルト質の粉

状パミスが見出される。東北地方各地の遺跡埋土、黒ボク土壌および泥炭地から採集した49点

の粉状パミスについて、粒径組成、化学組成、一次鉱物組成、火山ガラスの形態組成と屈折率

および強磁性鉱物の化学組成を明らかにした。これらの粉状パミスはいずれも石英安山岩一流

紋岩質のガラス質火山灰である。しかし、粉状パミスの粒径組成、重鉱物含量、火山ガラスの

形態組成、強磁性鉱物の化学組成は地域別に違いが見られ、 4つのグループに区分される。

粉状パミスの産状、層位学的調査とこれらの理化学的、鉱物学的および地球化学的諸性質に

基づき、奈良一平安時代遺跡埋土中に見出される粉状パミスは十和田火山起源の単一テフラで

はなく、十和田、秋田焼山および栗駒山から噴出した4種のテフラから構成されると推定した。

したがって粉状パミスを考古学縞年上の示準層として取扱う場合にはこれらの点に注意する

必要がある。
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